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平成 22年
ＮＯ．126

Takashima  City  Public  Relations

百選の並木道　駆ける２０００人
２０１０びわ湖高島マラソン（10月17日）

一週間の出来事を映像で配信

高島みてねっと！
　　ウィークリーニュース

毎週金曜日
夕方更新！

高島市ホームペー
ジから「高島み
てねっと！」を
クリックして、
ニュースコーナー
をご覧ください。
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15億5,915万円

議会費 (0.6%)

２６７億
１，７１０万円

（目的別）
普通会計歳 出

1億 6,371万円

総務費
40億 6,236万円

(15.2%)

衛生費
29億 9,633万円

(11.2%)

農林水産業費
(5.8%)

消防費
8億 8,806万円

(3.3%)

公債費
42億 6,083万円

(16.0%)

労働費
8,084万円

(0.3%)

教育費
30億 2,027万円

(11.3%)

災害復旧費
1,596万円

(0.1%)

商工費
6億 6,919万円

(2.5%)

土木費
30億 2,195万円

(11.3%)

民生費
59億 7,841万円

(22.4%)

市債

県支出金

その他

18億 9,706万円

16億 3,374万円

12億 3,462万円

普通会計

２７７億
７，８２１万円

歳 入

市税

地方交付税

繰越金・繰入金・
緒収入ほか

国庫支出金

58億 8,064万円

3億1,613万円

105億 8,315万円

33億 8,761万円

自 主 財
 源
(32.6%

)

(21.2%)

(11.4%)

(38.1%)

(12.2%)

(6.8%)

(5.9%)

(4.4%)

依
  存
  財
  源

(67.5%)

２６７億
１，７１０万円

（性質別）
普通会計歳 出

人件費
51億 169万円

(19.1%)

扶助費
25億 813万円

(9.4%)

公債費
42億 6,083万円

(16.0%)

物件費
34億 1,885万円

(12.8%)

補助費
34億 1,885万円

(12.8%)

投資的経費
31億 9,707万円

(12.0%)

繰出金
39億 5,972万円

(14.8%)

維持補修費
2億 6,423万円

(1.0%)

積立金
5億 7,989万円

(2.2%)

投資・出資・貸付金
1,710万円

(0.1%)

義  務  的
  経
  費

（
44.4％）　　

一 般 行 政 経 費 (26.6%)

　

歳
出
は
２
６
７
億
１
，
７
１
０
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
19
億
９
，
５
９
５
万

円
（
８
．
１
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
性
質
別
に
分
析
す
る
と
、《
義

務
的
経
費
》
は
、
医
療
や
福
祉
の
た
め

の
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
伸
び
た
も
の

の
、
借
金
の
返
済
の
た
め
の
公
債
費
や
人

件
費
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
前
年
度
よ
り

３
億
５
０
９
万
円
（
２
．
５
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、《
投
資
的
経
費
》
は
、
前
年
度

よ
り
10
億
７
，２
３
２
万
円
（
50
．
５
％
）

　

平
成
21
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
２
７
７
億
７
，
８
２
１
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
19
億
４
，
９
０
６
万

円
（
７
．
５
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
定
額
給
付

金
や
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
な
ど
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
国
庫

支
出
金
が
16
億
４
，
０
６
９
万
円
（
93
．

９
％
）
の
大
幅
な
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
普

通
交
付
税
の
振
替
分
と
し
て
、
償
還
費
用

が
後
年
度
の
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

臨
時
財
政
対
策
債
が
４
億
３
，
７
１
１
万

の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
中
で

も
普
通
建
設
事
業
費
の
単
独
事
業
費
が

10
億
３
，
９
３
８
万
円
（
98
．
３
％
）
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
で
は
、
物
件
費
、

維
持
補
修
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
補

助
費
等
が
定
額
給
付
金
の
給
付
や
公
営
企

業
へ
の
繰
出
金
な
ど
の
伸
び
で
、
前
年
度

よ
り
11
億
２
，４
３
０
万
円
（
49
．
２
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
10
億
６
，
１
１
１

万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、
７
億
５
，

３
０
８
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
地
域
経
済
は
、
一
部
に
持
ち

直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
依
然
厳

し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
税
が

回
復
基
調
に
転
じ
る
ま
で
に
は
、
今
し
ば

ら
く
時
間
が
か
か
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
の
国
・
県
の
動
向
に
配
慮
し
つ

つ
、
引
き
続
き
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を

念
頭
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
市
民

の
福
祉
向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

国
の
経
済
対
策
な
ど
で

約
20
億
円
の
収
入
増

投
資
的
経
費
が

１
．
５
倍
の
大
幅
な
伸
び

円
（
55
．
２
％
）
の
増
と
な
っ
た
こ
と
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
か
ら
、
市
税
に

つ
い
て
は
２
億
５
，
６
２
２
万
円
（
４
．

２
％
）
の
減
、
国
税
の
一
定
割
合
が
地

方
に
配
分
さ
れ
る
地
方
譲
与
税
が
１
，

８
９
５
万
円
（
５
．
９
％
）
の
減
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
等
の
県
税
交
付
金
が

５
，
６
３
８
万
円
（
８
．
５
％
）
の
減
と

な
る
な
ど
、
市
政
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
が
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委

員
会
の
審
議
を
経
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入

決決決
算算算

歳
出

７
億
５
千
万
円
の
黒
字

平成21年度
○人　件　費
職員の給与、議員の報償などの経費
○扶　助　費
高齢者福祉や児童福祉などの社会保障に必
要な経費
○公　債　費
借金返済のための経費
○物　件　費
消耗品や備品購入、委託料などの経費
○維持補修費
施設の維持補修のための経費
○補助費等
各種団体への補助金や負担金などの経費
○投資的経費
道路や公共施設の整備、改修に必要な経費
○積立金
将来の財源不足や支出に備えて積み立てる
経費
○繰出金
　特別会計へ支出するための経費

※おことわり…
　表やグラフの金額は、1万円未満を切り
捨てしているため、合計が一致しない場合
があります。
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高島市 県平均（H20) 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率
一般会計を中心とした赤字の割合

黒字のため
該当せず - 12.67% 20%

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計のすべ
ての会計の赤字の割合

黒字のため
該当せず - 17.67% 40%

実質公債費比率
年間の借金返済額の割合

19.0%
(19.6%) 15.1% 25% 35%

将来負担比率
将来負担が見込まれる負債の割合

158.6%
(202.2%) 112.2% 350% なし

決
算
か
ら
見
る

　

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か
を

示
す
も
の
の
１
つ
に
「
財
政
健
全
化
判

断
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
４
つ

の
指
標
で
財
政
の
状
態
を
判
断
す
る
も

の
で
、
国
の
定
め
る
基
準
を
上
回
っ
た

場
合
は
、
法
律
の
定
め
る
内
容
に
沿
っ

た
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財
政

再
建
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
島
市
の
平
成
21
年
度
決
算
で
は
、

企
業
会
計
も
含
め
て
基
準
を
超
え
る
指

標
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
昨
年
度
と
比

べ
、
実
質
公
債
費
比
率
が
０
．
６
ポ
イ

ン
ト
、
将
来
負
担
比
率
が
43
．
６
ポ
イ

ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
な
ど
、
着
実

な
借
金
返
済
や
高
利
率
な
借
入
金
の
繰

上
返
済
な
ど
が
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率

　　高島市には、自衛隊の饗庭野演習場が所在することから、その周辺地域の生活環境の整備を行なうため、
防衛省からの補助金・交付金合わせて２億３，５５９万円を受け、次のような事業を実施しました。
　このほか、演習場の固定資産税に替わる相当分として、使途に制限の無い国有提供施設等所在市町村助成
交付金（いわゆる基地交付金）２億２，４３２万円が交付されています。

移動通信用鉄塔施設整備事業
８，５３８万円

マキノ町在原、今津町椋川、朽木
地子原、朽木麻生地区に移動通信
用鉄塔施設を整備し、携帯電話不
感地域の解消を図りました。

野生獣処理施設整備事業

４，４０６万円
個体数調整を行ったニホンジカの
死骸を処理するため、個体の破砕
設備を環境センター内に整備しま
した。

市道太山寺中野線
道路改良事業

１億３，７２２万円
安曇川町の中野地区と太山寺を結
ぶ道路の改良を行い、通行の安全
を図りました。
　長さ＝８８０ｍ　幅＝５．５ｍ

朽木東小・朽木中学校
屋内運動場改築事業

２億８，８２６万円
学校林や市有林の地域産材を積極
的に利用した体育館の改築整備を
進めています。完成は平成23年
２月の予定です。

小学校英語活動指導員
設置事業

１，９０５万円
英語を母国語とする外国語指導助
手を全ての小学校に派遣するとと
もに、幼稚園・保育園にも月１回
程度派遣し、英語に慣れ親しむ環
境を整備しました。

防災行政無線整備事業
１，４０２万円

災害などの緊急情報を迅速かつ確
実に伝達するため、老朽化が進む
防災行政無線を更新整備しまし
た。

農作物獣害防止対策事業

８，９８９万円
野生獣から農作物を守るため、防
護柵設置に必要な材料費の助成を
行いました。
　恒久柵＝14地区（21,176ｍ）
　簡易柵＝  6 地区（ 6,950ｍ）

乳幼児福祉医療助成事業
（市単独事業分）

６１９万円
出生から小学校就学までの乳幼児
にかかる医療費自己負担分を全額
助成し、安心して医療が受けられ
るよう子育て支援の一環として実
施しました。

地域経済緊急支援事業

１億７１４万円
セーフティネットを利用した信用
保証付融資に必要な信用保証料の
一部を助成し、資金繰りに苦慮す
る市内中小事業者の資金調達の円
滑化を支援しました。
　平成21年度実績：４７２件

平成21年度に実施した主な事業平成21年度に実施した主な事業

平成21年度　主な防衛施設周辺整備事業

○市道・水路の改良 １億６，８６８万円 （１億４，６３４万円）
○公立高島総合病院医療機器 ７，３３４万円 （　　７，０００万円）
○防災行政無線の整備 １，４０２万円 （　　１，０５１万円）
○用水路の全体計画調査 ８７４万円 （　    　８７４万円）

※（　）内は補助金額

平成21年度に実施した主な事業

※（　 ）は昨年度の数値
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９月補正予算の概要

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

高
島
市
で
は
、
決
算
に
併
せ
て
、
市

の
財
政
状
況
を
違
っ
た
視
点
か
ら
と
ら

え
る
た
め
、
企
業
が
取
り
入
れ
て
い
る

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
市
が
持
っ

て
い
る
土
地
や
預
金
の
資
産
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
、
将
来
負
担
す
べ
き
借

金
（
負
債
）
は
い
く
ら
な
の
か
と
い
っ

た
こ
と
を
一
覧
表
で
示
し
、
企
業
経
営

の
観
点
か
ら
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況

を
把
握
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
高
島
市
普
通
会
計
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、資
産
の
総
額
が
１
，

３
３
７
億
円
と
な
り
、
負
債
の
総
額
が

３
７
４
億
円
、
資
産
と
負
債
の
差
で
あ

る
正
味
資
産
は
９
６
３
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
、
市
民
一
人
当
た
り
で
平
均

す
る
と
、
資
産
が
２
４
７
万
円
、
負
債

が
69
万
円
、
正
味
資
産
が
１
７
８
万
円

と
な
り
ま
す
。

　資産総額に占める負債の割合は27．９％
で、資産の約３割を負債でまかなっているこ
とがわかります。
　借金を着実に返済していることが改善に繋
がり、前年度に比べ０．９ポイント減少しま
した。

資産に占める負債と正味資産の比率

　資産総額に占める市債残高の割合は23．
６％で、道路や学校などの資産形成の約２割
を市債に依存していることがわかります。
　公共施設の整備のために借り入れる市債に
ついては、施設を使う次の世代の市民にも負
担していただくことで公平性を保っていま
す。しかし、将来世代への負担となることか
ら、借入には十分に注意する必要があります。

資産形成に伴う市債への依存度

　流動資産はすぐに換金可能な資産のこと
で、流動負債とは一年以内に返済しなければ
ならない負債のことです。流動負債に対して
は流動資産による裏付けがあることが好まし
いため、その裏付けにどの程度の余裕あるい
は不足があるのかを見ることができます。本
年度は１億３千万円の不足となっています。

流動資産と流動負債の関係

バランスシートからわかること

平成21年度 平成20年度 増　減
市民一人当たりの資産 247万円 249万円 △2万円
市民一人当たりの負債 69万円 72万円 △3万円
市民一人当たりの正味財産 178万円 177万円 1万円

職
員
の
定
員
・

　
　
　

給
与
の
状
況

　

平
成
17
年
１
月
の
合
併
当
初
と
比
べ

１
０
０
人
を
超
え
る
職
員
の
削
減
を
行

い
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
施
設
見
直

し
に
よ
っ
て
管
理
体
制
の
ス
リ
ム
化
を

は
か
り
、
ま
た
、
重
点
的
に
取
り
組
む

政
策
分
野
に
つ
い
て
は
人
員
の
集
中
配

置
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
限
ら
れ
た

ス
タ
ッ
フ
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き

る
職
員
配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
現
在
で
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
の
５
年
間
の
人
員

純
減
目
標
で
あ
っ
た
１
１
０
人
を
上
回

る
、
純
減
１
２
４
人
（
目
標
の
１
１
３

％
）
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

引
き
続
き
職
員
数
の
削
減
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
や
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
汲
み
取
り
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応

で
き
る
集
団
と
な
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
み
る

と
、
高
島
市
一
般
行
政
職
の
給
与
額

の
水
準
は
国
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、

93
．
５
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
数
純
減
目
標
を

　

達
成

給
与
水
準

区　分 補　正　額
市　税 1億 1,650万円

地方特例交付金 943万円
地方交付税 7億 4,597万円
国庫支出金 2,163万円
県支出金 3,863万円
財産収入 2,962万円
繰越金 4億 5,237万円
市　債 ▲5億4,278万円
その他 563万円
合　計 8億7,700万円

一般会計歳入予算の主な内訳一般会計歳入予算の主な内訳

区　分 今回補正額

一般会計 ８億7,700万円
特別会計 7,626万円
事業会計 7,917万円
予算総計 10億3,243万円

歳入歳出補正予算歳入歳出補正予算

９月補正予算の概要
　平成22年度９月補正予算が９月議会で可決され、決定しました。　平成22年度９月補正予算が９月議会で可決され、決定しました。
　今回の補正予算は、今年度の事業を進めるにあたり、新たに必要となっ　今回の補正予算は、今年度の事業を進めるにあたり、新たに必要となっ
た経費を追加計上しています。概要と主な内容は次のとおりです。た経費を追加計上しています。概要と主な内容は次のとおりです。

平成22年度

子育て支援環境緊急整備事業

児童扶養手当等支給事業
１，４４３万円

４０３万円

農業施設災害復旧事業

１，１５５万円

市内の公立・私立すべての保育園
に安全性を高めるためのＡＥＤを
設置します。
【財　源】
　国庫支出金　４０３万円

母子家庭の増加や制度改正による
父子家庭への支給開始に対応する
ため扶助費を追加します。
【財　源】
　国庫支出金　４８１万円
　一般財源　　９６２万円

７月14日・15日の豪雨により
被害を受けた農業施設の災害復旧
事業を行います。
【財　源】
　国庫支出金　７９９万円
　地方債　　　３３０万円
　一般財源　　　２５万円

市債繰上償還事業
４億９，４９１万円
後年度負担の軽減を図るため、市
債（銀行等引受資金）の繰上げ償
還を行います。
【財　源】
　一般財源　４億９，４９１万円

※（　）内は、市民一人あたりに換算した金額です。
　　（平成22年３月３1日現在の人口５４，１４２人）

1,337億3,843万円
資産合計

1,337億3,843万円
負債・純資産合計

（247万円） （247万円）

借　方 貸　方（資金の使途） （資金の調達）

　

　

　

出資金や市民への直接貸付
金、福祉や学校建設基金と
いった特定目的のために積
み立てられた基金（貯金）
など。

土地の購入や道路、建物など
を建設するために充てられた
国や県の支出金、市税など。

翌年度に支払う長期借入金の
返済額。

負債の部

負債合計

963億7,105万円

373億6,738万円

正味資産の部

資産の部

正味資産合計

（7万円）

（69万円）

（178万円）

（225万円）

（16万円）
投資費

短期間（１年以内）に換金
できる預金や現金、税金の
未収金など。

（6万円）
流動資産
34億5,014万円

83億5,822万円

市役所庁舎、保育園、道路、
公園、市営住宅、図書館、
体育館などの土地、建物を
部門別に分類し、減価償却
して累計したもの。

有形固定資産　
1,219億3,007万円

市の長期借入金である市債の
残高や、職員の退職金相当額
など。
・市債残高316億 139万円

（62万円）
固定負債　
337億7,911万円

流動負債　
35億8,827万円

将来の世代に残
る財産や権利

将来の世代が
負担する地方
債など

今までの世代や
国、県の負担額
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平成２１年度市税および主な徴収金の徴収実績 

項　目 区　分 調定額（※１） 収入済額 徴収率 20年度
（千円） （千円） （％） （％）

市　　　　 税
現 年 度 分 7,203,636 7,012,776 97.4 97.3
滞納繰越分 697,118 121,211 17.4 17.6
計 7,900,754  7,133,987 90.3 90.9

水 道 使 用 料
現 年 度 分 631,430 619,835  98.2 98.0
滞納繰越分 54,829  11,680  21.3 24.0 

計 686,259 631,515 92.0 91.8

下水道使用料等
（※２）

現 年 度 分 974,361  960,122  98.5 98.4
滞納繰越分 74,920  12,204 16.3 19.0

計 1,049,281  972,326  92.7 92.6

保育園保育料
現 年 度 分 220,803 218,264  98.9 99.1
滞納繰越分 8,121 2,577 31.7 31.6
計 228,924  220,841  96.5 96.0

介 護 保 険 料
現 年 度 分 625,752 621,905 99.4 99.3
滞納繰越分 13,124 2,661 20.3 22.5
計 638,876 624,566 97.8 97.8

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

現 年 度 分 286,244 285,609 99.8 99.4
滞納繰越分 1,472 955 64.9    －
計 287,716 286,564 99.6 99.4

住宅使用料等
（※３）

現 年 度 分 155,118 148,657 95.8 96.5
滞納繰越分 20,029 4,206 21.0 25.2
計 175,147 152,863 87.3 88.8

学 校 給 食 費
現 年 度 分 195,955 194,648 99.3 99.4
滞納繰越分 18,591 1,437 7.7 10.6
計 214,546 196,085 91.4 91.6

幼稚園保育料
現 年 度 分 20,172 20,118 99.7 100.0 
滞納繰越分 193 3 1.4 27.4
計 20,365 20,121 98.8 99.1

病 院 診 療 費
現 年 度 分 3,416,148 3,408,183 99.8 99.8
滞納繰越分 71,286 4,521 6.3 10.0
計 3,487,434 3,412,704 97.9 97.4

※１　調定額とは、当該年度に収入するものとして決定された額です。
※２　下水道使用料等には、受益者分担金・負担金、農業・林業集落排 
　　　水使用料を含みます。
※３　住宅使用料等には、住宅駐車場使用料を含みます。　

平成２１年度徴収の取組結果
• 電話催告、訪問徴収の強化
•預貯金や給料の差押 ･･･２５７件
•インターネット公売 ･･･････７件
• 不動産公売 ･･･････････････３件

　

財
政
事
情
が
非
常
に
厳
し
い
な
か
、
市
税
や
各

種
徴
収
金
の
収
入
確
保
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
未
収
金
の
徴
収
強
化
を
図
る
た
め
「
高

島
市
市
税
等
収
納
対
策
推
進
本
部
」
を
設
け
、
全

庁
を
あ
げ
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
市
税
（
国
民
健
康
保

険
税
を
含
む
）
の
滞
納
繰
越
分
の
収
入
済
額
は
、

約
１
億
２
、１
２
１
万
円
、
主
な
各
種
徴
収
金
の

滞
納
繰
越
分
の
収
入
済
額
は
、
約
４
、０
２
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
や
徴
収
金
は
「
健
康
で
元
気
な
」
高
島
市

を
つ
く
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
市
民
負
担

の
公
平
性
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
収

入
確
保
に
厳
正
な
姿
勢
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
納
対
策
推
進
本
部
（
収
納
対
策
課
）

　

（
２
５
）　

８
５
２
２

【滞納整理の取組内容】
・集中的な電話催告および訪問徴収の実施
・不動産、預貯金、給与等の差押
・捜索の実施（捜索とは、滞納者の自宅や事務所等において財産等を探し出し差押することです。）
・差押財産の公売（インターネット公売）

12月は一斉に徴収の強化に取り組みます

産業連携で高島に元気を！

　高島地域の農林水産業をはじめ商工観光・環境等あらゆる産業が一堂に会し、相互に連
携・協力して、高島の魅力を発信、再発見するイベントです。地域でがんばる企業や地場産
業の紹介、展示・実演のほか、箱館そばなど地域産品の試食・即売など、盛りだくさんの内
容です。
　また、今年は新たな連携の一つとして「食と健康づくりのつどい」を同時開催します。
　お友達とお誘い合わせのうえぜひお越しください。たくさんの方のご来場をお待ちしてお
ります。
〈展　示〉〈展　示〉
　企業展、農畜産物・加工品の展示即売、　企業展、農畜産物・加工品の展示即売、
　観光ＰＲ、そばの写真展、　観光ＰＲ、そばの写真展、
　子どもアグリ図画コンクール作品展　子どもアグリ図画コンクール作品展
〈実　　演〉〈実　　演〉
　市内伝統産業（和ろうそく、筆）、　市内伝統産業（和ろうそく、筆）、
　チェーンソーアート　チェーンソーアート
〈体　験〉〈体　験〉
　そば打ち、竹紙すき、餅つき、柿のガリもぎ、　そば打ち、竹紙すき、餅つき、柿のガリもぎ、
　和綿・コースター絵付け　和綿・コースター絵付け
〈販　売〉〈販　売〉
　ご当地鍋、シカ肉、マスめし、シジミ汁など　ご当地鍋、シカ肉、マスめし、シジミ汁など
〈お楽しみイベント〉〈お楽しみイベント〉
　そばの早食い、流しそば、ふわふわ遊具、　そばの早食い、流しそば、ふわふわ遊具、
　おいしいお米コンテスト、　おいしいお米コンテスト、
　スタンプラリー抽選会　スタンプラリー抽選会
〈その他〉〈その他〉
　フリーマーケット、近隣交流都市の出店　フリーマーケット、近隣交流都市の出店

　　 高島市産業連携推進協議会事務局高島市産業連携推進協議会事務局
　　　　　　　　　　（高島市商工会）　　　　　　　　　　（高島市商工会）
　　 （32）1580（32）1580

①マイ箸づくりに挑戦しよう！①マイ箸づくりに挑戦しよう！
　※年中児親子・年長児親子対象（事前申込制）　※年中児親子・年長児親子対象（事前申込制）
②高島一　おいしいおにぎりを作ろう！②高島一　おいしいおにぎりを作ろう！
③おはぎ、高島の郷土料理の試食③おはぎ、高島の郷土料理の試食
④体験コーナー④体験コーナー
　手作りバター、豆つかみゲーム、　手作りバター、豆つかみゲーム、
　乳がん検診啓発グッズ作り　乳がん検診啓発グッズ作り
⑤展示・啓発コーナー⑤展示・啓発コーナー
　市内での食育の取り組み発表　市内での食育の取り組み発表
　早寝・早起き・朝ごはんの推進、　早寝・早起き・朝ごはんの推進、
　子ども虐待防止啓発、　子ども虐待防止啓発、
　食事バランスガイドの普及　食事バランスガイドの普及
⑥健康づくりコーナー⑥健康づくりコーナー
　血流観察、血管年齢測定、３分間体力測定、　血流観察、血管年齢測定、３分間体力測定、
　ポールウォーキング教室（事前申込制）、　ポールウォーキング教室（事前申込制）、
　お口の健康、健康相談など　お口の健康、健康相談など

　　 健康推進課健康推進課　 （25）8078（25）8078

同時開催

食と健康づくりのつどい
会場：体験交流センターゆめの
　　　すぱーく今津

2010たかしま
産業フェア＆
そばフェスタ
日時 11月23日火
　　 10時～15時
場所  今津総合運動公園
　　  サンルーフ今津ほか

　

2010・11・19
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　８月５日から11日までの間、和歌山県で開催
された「第59回近畿中学校総合体育大会」で、
市内中学生が優秀な成績を収められました。

（市民スポーツ課）
《陸上競技》※敬称略
　１年１００ｍ　１位
　　岡田　康聖（湖西中１年）　　11秒87
　共通８００ｍ　２位
　　松宮　悠起（安曇川中３年）　2分00秒 46
　走高跳　　　　３位
　　前田　裕樹（今津中３年）　　1ｍ85cm

　９月25日から10月５日に千葉県内で開催さ
れた第65回国民体育大会 ゆめ半島国体に、滋
賀県代表として次の方が出場されました。

（市民スポーツ課）
《ボート競技》※敬称略
　杉嶋　俊幸（日本大学２年）今津中出身
　桑田　香里（龍谷大学３年）　　〃
《陸上競技》
　村田　悠伎（関西学院大学２年）安曇川中出身
≪ウエイトリフティング≫
　髙橋　一平（日本大学２年）安曇川中出身

　９月12日（日）、安曇川公民館で第２回子どもの
体験活動サポーター養成講座「子どもの体験活動サ
ポーターって何するの？」が開催されました。
　講座では、体験談発表やグループトークが行なわ
れ、参加者の中からは「地域の子どもたちを育てる
ためには、まず大人がつながらないと！」といった
積極的な発言もありました。
　また、レクリエーション講座では、新聞紙を使っ
た親子レクリエーションを教わり、さっそく「地域
に持ち帰って実践するぞ！」という参加者もあって、
最後まで熱心に受講されている姿が印象的でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　（青少年育成室）

10月１日号で、上記の方が掲載漏れになっておりまし
た。心からお詫び申し上げます。

【お詫び】

 ８月28日に、東京国立霞ヶ丘陸上競技場で
開催された日清食品カップ第26回全国小学生
陸上競技交流大会走幅跳で、松井湊くん（今津
東小６年）が、５m28cmの好記録で第２位
に輝きました。

（市民スポーツ課）

市内中学生、
近畿大会で好成績！

ゆめ半島千葉国体出場

地域の子どもたちのために何ができるのか？

松井くん、走幅跳で
全国第２位！
第26回全国小学生陸上競技交流大会

第65回国民体育大会出場者

第２回子どもの体験活動サポーター養成講座

第59回近畿中学校総合体育大会

農
業
振
興
課　

特
産
品
振
興
室

　

（
２
５
）
８
５
１
１

高
島
市
特
産
品
振
興
事
業

誕
生
し
ま
し
た
！

　
「
高
島
い
ち
じ
く
」

　

高
島
市
の
新
た
な
特
産
品
に
し
よ
う

と
、
平
成
21
年
３
月
に
植
栽
さ
れ
た
約

１
，
０
０
０
本
の
イ
チ
ジ
ク
が
、
９
月

６
日
に
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者

に
よ
っ
て
朝
早
く
収
穫
さ
れ
た
赤
紫
の

イ
チ
ジ
ク
は
、
き
れ
い
に
パ
ッ
ク
に
詰

め
ら
れ
、
県
内
量
販
店
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　

イ
チ
ジ
ク
は
栽
培
管
理
が
比
較
的
容

易
で
、
水
田
で
も
栽
培
が
可
能
で
あ

り
、
植
栽
し
た
次
の
年
に
は
出
荷
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
イ
チ
ジ
ク
の
需

要
が
高
ま
り
、
市
場
で
の
価
格
も
安
定

し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
Ｊ
Ａ
新

旭
町
と
Ｊ
Ａ
西
び
わ
こ
で
、
平
成
21
年

度
に
は
Ｊ
Ａ
今
津
町
で
栽
培
者
を
募
集

さ
れ
、
現
在
、
市
内
で
約
30
人
の
方
が

約
１
．
５
ha
の
イ
チ
ジ
ク
園
を
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
樹
の
生
長
に
と
も
な
い
出
荷

量
も
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
産
地
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
規
模
で
す
。
今

後
、
高
島
市
の
新
た
な
特
産
品
と
し

て
成
長
す
る
よ

う
、
市
と
し
て

も
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

イ
チ
ジ
ク
は
漢
字
で
〝
無
花
果
〞
と

書
く
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
花
が
無
い

よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
実
は
皆
さ
ん
が

食
べ
る
赤
い
つ
ぶ
つ
ぶ
が
イ
チ
ジ
ク
の

花
で
す
。

　

イ
チ
ジ
ク
は
現
在
、
健
康
食
品
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
果
実
で
す
。
イ

チ
ジ
ク
に
は
、
カ
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
イ
チ
ジ
ク
豆
知
識
】
！

事業を紹介

未来への種

【中学生の部】

《最優秀賞》
湖西中学校　饗庭沙希子さん

《最優秀賞》
新旭北小学校　饗庭摩希子さん

《優秀賞》
マキノ西小学校　青谷　輝くん

《優秀賞》
今津北小学校　大森　倫さん

【小学生の部】

【最優秀賞】
　「投票は　暮らしよくする　意思表示」
　　　　　　　　今津町　宮田　広美さん
【優秀賞】
　「見て聞いて　恥じない一票　夢託す」
　　　　　　　マキノ町　𠮷原　みつさん

　

平
成
22
年
度
の
明
る
い
選
挙
推
進
啓
発
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
、
高
島
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
と
高
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
で
審
査
し
、

入
賞
作
品
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
、同
様
の
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

高
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

（
２
５
）
８
０
０
０

平
成
22
年
度
明
る
い
選
挙

推
進
啓
発
入
賞
作
品
決
定

標 語 の 部

ポ ス タ ー の 部
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女に
ょ
う
ぼ房に

は　

偶た
ま

に
は
白
い　

旗
を
上
げ 

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

ゆ
め
を
見
る　

買
わ
ね
ば
見
ら
れ
ぬ　

宝
く
じ 

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

蓮
の
葉
に　

乗
っ
た
蛙

か
わ
ずの　

夏
し
ぐ
れ 

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

着
て
み
た
い　

昼
の
憩
い
の　

浴
衣
か
な 

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

妻
は
「
め
し
」　

我
は
「
ご
飯
」
と　

子
に
告
げ
る 

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

混
ん
で
て
も　

ス
テ
キ
な
女ひ

と
の　

レ
ジ
で
待
ち 

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

朝
雲ぐ

も
り　

刻
刻
変
わ
る　

夏
の
空 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

秋
の
虫　

今
宵
楽
し
く　

饗
宴
し 

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

儲
か
ら
ぬ　

お
米
作
り
も　

穂
波
う
つ 

水
口　
　

順
（
マ
・
森
西
）

音
を
立
て　

夜
空
に
描
く　

夏
花
火 

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

盆
踊
り　

昔
の
音
頭　

節
違
い 

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

六
羽
の
燕　

ひ
し
め
き
巣
立
ち　

大
海
原
へ 

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

新
学
期　

白
い
歯
並
の　

逞
た
く
まし

く 

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

ゆ
で
ダ
コ
の　

足
で
は
く
じ
も　

当
た
ら
ん
わ 

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

た
そ
が
れ
に　

あ
す
刈
る
稲
の　

穂
波
ゆ
れ 

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

く
っ
き
り
と　

浮
か
ぶ
月
に
は　

安
ら
ぎ
を 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

み
こ
と
の
り
に　

涙
せ
し
乙
女
も　

傘
寿
越
え 

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

ず
る
休
み　

父
母
の
遺
影
や　

目
で
叱
る 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

お
互
い
に　

逢
え
ば
身
体
の　

具
合
聞
く 

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

円
高
や　

今
ぞ
チ
ャ
ン
ス　

石あ
ぶ
ら油

買
う 

坂
尾　

眞
一
（
新
・
旭
）

夏
終
り　

涼
風
待
た
る　

秋
の
空 

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

お
に
や
ん
ま　

我
が
物
顔
で　

飛
び
ま
わ
る 

中
村
智
英
子
（
今
・
松
陽
台
）

寒か
ん

と
暑し

ょ　

家
の
中
に
も　

二
極
あ
り 

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

い
い
嘘
を　

憎
い
程
舌　

滑
ら
か
に 

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

あ
あ
暑
い　

早
く
こ
い
こ
い　

秋
の
風 

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

猛
暑
暮
れ　

こ
ほ
ろ
ぎ
一
匹
の
声　

夜
の
秋 

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

健
康
は　

病
に
な
り
て　

価
値
ぞ
知
る 

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

　９月２日（木）、市民の交通安全意識を高め、
道路交通の安全確保を図ることを目的に、交通安
全啓発全国キャラバン隊が市役所を訪れました。
　キャラバン隊は、全国を７コースに分けて巡回
しており、この日は滋賀県交通安全女性団体連合
会のメンバー９人が来庁され、出迎えた関係者
ら約１００人を前に小崎冨美子同連合会副会長
が「世界一安全な道路交通の実現を目指し、効果
的な交通安全対策を講じてほしい」との交通対策
本部長である荒井内閣府特命担当大臣のメッセー
ジを市長に伝達されました。その後、なないろ保
育園の園児が和太鼓の演奏を元気いっぱいに披露
し、メッセージ伝達式に彩りを添えました。

（交通対策課）

　８月22日（日）千葉県浦安市運動公園総合
体育館・武道場で開催された第１回全日本キッ
ズ修斗選手権大会ならびに第７回全日本修斗グ
ラップリング選手権大会で、市内小中学生４人
を含む５選手が優秀な成績をあげ活躍しまし
た。

（市民スポーツ課）

第１回全日本キッズ修斗選手権大会
　　　　　　　　　　　　　　　（以下敬称略）
　カデット１－修斗48㎏以下級
　　優　勝　前川真太郎（今津中２年）
　カデット１－修斗44㎏以下級
　　優　勝　本間　奎大（今津中３年）
　カデット１－修斗40㎏以下級
　　優　勝　大辻　　蓮（今津中２年）
　キッズ４－修斗36㎏以下級
　　準優勝　前川　泰輝（今津東小４年）

第７回全日本修斗グラップリング選手権大会
　ネイキッド－エキスパート /ミドル級
　　優　勝　山川　　唯
　ジャケット－エキスパート /ミドル級
　　優　勝　山川　　唯

　９月18日（土）、藤樹の里文芸会館駐車場で、
秋の全国交通安全運動出発式を開催し、交通安全
推進協議会委員のほか、高島交通安全協会、滋賀
県トラック協会湖西支部のメンバーら約90人が
出席しました。式では、安曇川はこぶね保育園の
園児らが交通安全宣言を行い、パトカーを先頭に、
啓発のぼりをつけたトラック15台が車両パレー
ドを行い、交通安全啓発を行いました。

（交通対策課）

交通安全呼びかけ　
キャラバン隊が来庁

修斗全日本大会で優勝

園児らが交通安全誓う

全日本修斗グラップリング他

秋の全国交通安全運動出発式
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子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
様
々
な
場
面

で
「
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
な
あ
？
」
と
考

え
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
の
各
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
合
同
で
行
う
事
業
と
し
て
、
今
年
も
子

育
て
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
子
育
て
に
関
し
て
、
日
頃
感

じ
て
い
る
こ
と
、
周
り
の
人
に
は
聞
け
な

い
け
れ
ど
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
講
師

の
先
生
と
一
緒
に
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と

で
、
ほ
っ
と
で
き
る
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

〜
子
育
て
講
座
〜  

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
事
例
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

・

子
育
て
支
援
課   

　

（
２
５
）
８
１
３
６

　
　
　

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
今
、
子
育
て
で

「
今
、
子
育
て
で

      
      

だ
い
じ
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
」

だ
い
じ
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
」

　

県
内
小
学
校
校
長
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
、
長
浜
市
立
教
育

研
究
所
所
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在

は
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
。

　

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
に

文
部
省
の
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講

座
」
を
受
講
さ
れ
て
以
来
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
勉
強
を
続
け
ら

れ
、
現
在
も
不
登
校
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
と
の
教
育
相
談
に

あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

講
師
紹
介　

小
林
清
八
郎 

氏

▼
日　

時　

12
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
20
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　

※
10
時
受
付
開
始

▼
場　

所　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

ふ
じ
の
き
ホ
ー
ル

▼
対　

象　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
30
日
（
火
）

　

こ
の
月
間
は
、
子
ど
も
虐
待
に
つ
い
て
の

理
解
を
よ
り
一
層
深
め
、
自
主
的
な
関
わ
り

を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
意
識
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
６
年
前
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

ひ
と
り
で
、
ま
た
一
つ
の
機
関
で
は
、
子

ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

　

厚
生
労
働
省
が
募
集
し
た
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」の
標
語
に
、湖
西
中
学
１
年　

佐
々

木
歩
夢
さ
ん
の
作
品
「
見
す
ご
す
な　

幼
い
子

ど
も
の　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
が
選
ば
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
標
語
は
、
全
国
で
児
童
の
虐
待
防
止
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

虐
待
を
疑
っ
た
ら
、
ま
ず
は
左
記
の
連
絡
先
あ
る

い
は
地
域
の
児
童
委
員
（
民
生
委
員
）
さ
ん
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。電
話
で
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
と
え
間
違
っ
て
い
て
も
、
あ
な
た
が
責
め
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
通
告
し
た
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
や
、
不
適
切
な
関
わ
り
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
た
ち
は
、
少
な
か
ら
ず
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
虐
待
の
サ
イ
ン
こ
そ
が
援

助
を
求
め
る
「
子
ど
も
の
声
」
で
あ
り
、
気
づ
い

た
あ
な
た
か
ら
の
通
告
が
頼
り
な
の
で
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
、
児
童
虐
待
の
現
状
を
広

く
知
ら
せ
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
、
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
が
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
気

持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

見
逃
さ
な
い
で
た
す
け
て
サ
イ
ン

見
す
ご
す
な 

　

幼
い
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ストップ !!ストップ !!
子ども虐待子ども虐待

【
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン
】

　

□
不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど

　

□
衣
服
や
か
ら
だ
が
不
潔

　

□
無
表
情
、
大
人
を
お
び
え
る

　

□
落
ち
着
き
が
な
い
、
乱
暴

【
保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン
】

　

□
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
よ
く
外
出
す
る

　

□
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
当
た
る

　

□
地
域
で
孤
立
し
て
い
る

　

□
子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て

　
　

な
い

　
　

そ
の
一
本
の
電
話
が

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
を
救
い
ま
す

　
　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
よ
う

子
ど
も
家
庭
相
談
課　

（
２
５
）
８
５
１
７　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
７
７
（
５
６
２
）
１
１
２
１

相　談
（通告）先

　スポーツの秋にふさわしく、
市内の各地で運動会や各種レク
リェーション大会が行われてい
ます。その中の一つで、今年で
第32回を迎える「高島市身体
障害者スポーツ大会」が新旭体
育館で行われましたのでお邪魔
しました。当日は、暑いほどの
好天に恵まれ、参加された皆さ
んは、そえぞれが良い汗を流し
ながら競技を楽しんでおられま
した。
　市内には、何らかの障がいを
抱えつつも、それを乗りこえ頑
張って生活されている方がたく
さんおられます。また、市内に
は、そうした方々を支えるため
の施設や機関があり、居宅での
生活や通所、入所、また相談事
業などを含め、支援の体制を整

えています。
　これに加え、市では市民の皆
さんにとって、日常生活の不便
を少しでも無くすために、道路・
歩道のバリアフリー化や、湖西
線駅へのエレベーター設置を県
やＪＲに要望するとともに、そ
の整備を進めています。
　駅のエレベーター設置につい
ては、現在、近江今津駅と安曇
川駅の２駅のみですが、改築工
事が進む公立高島総合病院の開
院に合わせ、近江高島駅にもエ
レベーターが設置できるように
なりました。
　また、他の３つの駅について
も、エレベーターが早期に設置
できるよう、引き続きがんばっ
てまいります。　

日常生活での障壁を
取り除いています

CLICK!!CLICK!!

ホームページで市長の活動を報
告しています。
高島市ホームページから「web
市長室」をご覧ください。

市長の手帳
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消防総務課　 （22）1234

生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

（　）内は年累計

建物火災／1（9）
林野火災／0（0）

火災 救急 救助 件数件数月月のの99

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

車 両 火 災／1（3）
その他火災／1（7）

交通事故／12（162）
急　　病／102（1086）

火　　災／2（10）
水難事故／0（1）

交通事故／1（16）
そ の 他／0（11）

（注）【救急】　その他=火災+労働災害+運動競技+
　　　　　　 　　　　  加害 +自損行為+転院搬送等
（注）【救助】　その他=自然災害+機械事故+
　　　　　　   　　　　建物事故+ガス事故+爆発等

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 175件 154件 21件

死　　者　　数 　3人 0人 3人

傷　　者　　数 236人 209人 27人

発生場所
マキノ 23
今　津 42
朽　木 4
安曇川 44
高　島 29
新　旭 33

●発生状況（累計）

追　突　42件（24.0％）
出合頭　68件（38.9％）

事故の形態

53件（30.3％）

高齢者（６５歳以上）の事故

●交通事故の特徴

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況 （平成22年９月末現在）（平成22年９月末現在）

一般負傷／20（261）
そ の 他／40（249）

安
曇
川
河
川
敷
を
中
心
に

　
　
　
　

 

大
規
模
訓
練
実
施

　

６
回
目
を
迎
え
る
総
合
防
災
訓
練
。
今
年
は
11
月
７
日
に
マ
キ
ノ
在
原
分

校
や
安
曇
川
河
川
敷
新
旭
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
市
内
全
域
で
行
い
ま
す
。

総
合
防
災
課　

（
２
５
）
８
１
３
３

　

交
通
規
制
並
び
に
多
数
の
車
両
の
通

行
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
等
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
９
時
〜
９
時
30
分　

　
　

地
震
発
生
、
避
難
行
動

▼
９
時
40
分
〜
45
分

　
　

消
防
車
両
の
到
着

▼
９
時
45
分
〜
10
時
35
分

　
　
　

応
急
救
護
所
の
開
設
、
倒
壊
家
屋

等
か
ら
の
救
出
、
ト
リ
ア
ー
ジ
、
応

急
手
当　

４
師
会
医
療
チ
ー
ム
に
よ

る
医
療
活
動
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
湖
西

支
部
に
よ
る
備
蓄
品
の
輸
送

▼
10
時
35
分
〜
11
時

　
　

消
防
団
、
消
防
本
部
合
同
消
火
訓
練

▼
11
時
10
分
〜
30
分

住
民
に
よ
る
初
期
消
火

応
急
手
当
訓
練

　

高
島
市
総
合
防
災
訓
練
を
、
11
月
７
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。
27
の
区
・

自
治
会
の
計
画
に
よ
り
市
全
域
で
訓
練
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
災
害
対
策
本

部
図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
は
じ
め
、
マ
キ
ノ
在
原
分
校
や
安
曇

川
河
川
敷
新
旭
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
で
実
働
訓
練
を
行
い
ま
す
。
特
に
安
曇
川

河
川
敷
新
旭
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
規
模
が
大
き
く
豊
富
な
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

安曇川河川敷新旭グラウンド会場
N

交通規制

安 曇 川

本  部

応急救護所

倒壊家屋

火災現場

　炊事車

　起震車
防災ヘリ
陸自ヘリ

新旭町新庄区

安
曇
川
大
橋

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
　
　
　

借
金
返
済

　

今
年
６
月
に
、
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ

た
め
改
正
貸
金
業
法
が
完
全
施
行
さ
れ
、
消
費
者

金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
借
入
れ
が
「
年

収
の
３
分
の
１
」
を
超
え
る
額
の
新
規
の
借
入
れ

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

相
談
の
借
金
は
、整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
活
相
談
課
で
は
、
借
金
の
状
況
を
お
聴
き
し
て

弁
護
士
や
司
法
書
士
の
相
談
へ
と
つ
な
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
者
か
ら
借
金
整
理
の
依
頼
を
受
け
た

弁
護
士
・
司
法
書
士
が
、
貸
金
業
者
に
通
知
す
れ

ば
、
す
ぐ
に
取
り
立
て
が
止
ま
り
ま
す
。

　

借
金
返
済
で
お
悩
み
の
方
は
、
ま
ず
生
活
相
談

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
活
費
の
た
め
に
消
費

者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
か
ら
借
金
を
繰
り

返
し
て
い
た
が
、
突
然
お

金
を
貸
し
て
く
れ
な
く
な

り
、
借
金
返
済
が
回
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

＜事　例＞

飲
食
用
缶
は
資
源
ご
み
に
！

水
洗
い
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

缶
詰
の
ふ
た
は
缶
詰
本
体
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

缶
類
は
、有
価
物
と
し
て
売
っ
て
市
の
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
ビ
ー
ル
缶
、
ジ
ュ
ー
ス
缶　

・
缶
詰
の
缶
・
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
缶

・
海
苔
、
お
茶
葉
の
缶　

・
お
菓
子
の
缶
（
ク
ッ
キ
ー
、
あ
ら
れ
、

せ
ん
べ
い
な
ど
）

※
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
燃
え
な
い
ご
み
Ｂ
類
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
食
用
缶
っ
て
？

収集された缶は環境センターのリサ
イクルプラザに集められます。

手作業で不適合品を選別します。

▼

不適合品
カセットボンベ
やスプレー缶な
どがよく混じっ
ています。

缶圧縮機でひと固まりになります。

磁選機でアルミ缶とスチール缶を分
けています。

～飲食用缶が有価物になるまで～

１

２

３

４

　

食
べ
物
や
飲
み
物
の
缶
だ
け
で
す
。

飲
食
用
缶
の
出
し
方
は
？

収
集
さ
れ
た
缶
は
ど
う
な
る
の
？
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《
市
営
住
宅
》

◆
定
期
募
集

　

▼
募
集
期
間　

　
　

11
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
10
月
29
日

（
金
）
に
市
役
所
、
各
支
所
の
掲

示
板
で
公
表
し
ま
す
。

　
◆
随
時
募
集

　

▼
募
集
住
宅

　

・
第
２
古
賀
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，
７
０
０
円
〜
１
７
，
４
０
０
円

　

・
上
野
第
１
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
３
，
２
０
０
円
〜
１
９
，
６
０
０
円

　

・
上
野
第
３
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，
４
０
０
円
〜
１
７
，
０
０
０
円

　

・
上
野
第
４
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
２
，
３
０
０
円
〜
１
８
，
３
０
０
円

　

▼
申
込
資
格

１
．
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
方
（
朽
木
地
域
は
除

く
）

２
．
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

３
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
の
収

入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

４
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

５
．
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す

方

《
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
》

◆
定
期
募
集

　

▼
募
集
期
間

　
　

11
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

　

▼
募
集
住
宅

第
２
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
（
３

Ｄ
Ｋ
）

　

５
０
，
０
０
０
円

　
◆
随
時
募
集

　

▼
募
集
住
宅

　

・
荒
川
惣
田
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

３
２
，
０
０
０
円　

　

・
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

４
８
，
０
０
０
円

　

▼
申
込
資
格

１
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

２
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方
（
年
齢
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。）

３
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

※
募
集
の
住
宅
は
、
平
成
22
年
10
月

１
日
現
在
の
状
況
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
し
く
は
、
住
宅
管
理
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
管
理
課

　

（
２
２
）
０
０
４
８

　

市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
23
年

度
の
新
入
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

内
全
域
か
ら
の
入
園
が
で
き
、
保
育
料
負

担
軽
減
措
置
（
就
園
奨
励
費
）
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

入
園
案
内
・
願
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　〈
中
央
幼
稚
園
〉

　

▼
募
集
人
数

　
　

２
歳
児
（
若
干
名
）

　
　

３
歳
児
（
20
人
）

　
　

４
歳
児
（
若
干
名
）

　
　

５
歳
児
（
若
干
名
）

　

▼
受
付
期
間

　
　

11
月
４
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
11
月
17
日

（
水
）
は
除
き
ま
す
。

中
央
幼
稚
園　

（
３
２
）
０
５
７
５

〈
今
津
幼
稚
園
〉

　

▼
募
集
人
数

　
　

２
歳
児
（
若
干
名
）

　
　

３
歳
児
（
20
人
）

　
　

４
歳
児
（
10
人
）

　
　

５
歳
児
（
若
干
名
）

　

▼
受
付
期
間

　
　

11
月
４
日
（
木
）
〜
26
日
（
金
）

　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
　

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

今
津
幼
稚
園　

（
２
２
）
２
２
１
４

〈
藤
波
幼
稚
園
〉

　

▼
募
集
人
数

　
　

１
歳
児
（
若
干
名
）

　
　

２
歳
児
（
若
干
名
）

　
　

３
歳
児
（
15
人
）

　
　

４
歳
児
（
若
干
名
）

　
　

５
歳
児
（
若
干
名
）

　

▼
受
付
期
間

　
　

11
月
４
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
　

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

藤
波
幼
稚
園　

（
３
２
）
０
３
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

平
成
23
年
度

　

私
立
幼
稚
園
入
園
児
募
集

　

高
島
市
民
会
館
の
開
館
30
周
年
を
記
念

し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
「
の
ど
自
慢
」

の
公
開
収
録
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
、
家

族
で
一
緒
に
楽
し
め
る
「
の
ど
自
慢
」
で

皆
さ
ん
の
明
る
い
笑
い
声
を
全
国
に
お
届

け
す
る
お
な
じ
み
の
番
組
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
時　

12
月
５
日
（
日
）

　
　

11
時
45
分
〜
13
時
30
分
（
予
定
）

　

▼
場
所　

高
島
市
民
会
館

　

▼
出
演　

新
沼 

謙
治
、
松
原 

の
ぶ
え

　

　

▼
応
募
方
法　

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。
上
記
図
の
要
領
に

よ
り
、
往
復
は
が
き
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
１
枚
で
２
名
様
ま
で
ご
入

場
い
た
だ
け
ま
す
。

※
11
月
17
日
（
水
）
必
着

高
島
市
民
会
館

　

（
２
２
）
１
７
６
４　

※
月
曜
休
館

　

高
島
市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
で

は
、「
視
察
研
修
in
長
浜
」
と
題
し
て
視

察
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
長
浜
に
あ
る
新

江
州
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
代
表
取
締
役

会
長　

森
建
司
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
研
修
は
、
会
員
以
外

の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
近
所

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

▼
日　

時　

 
 

11
月
24
日
（
水
）　

９
時
〜
17
時
頃

　

▼
視
察
場
所　

　
　

長
浜
市

　

▼
定　

員　

20
人

　

▼
参
加
料
（
当
日
徴
収
）

　
　

会
員　

１
，
０
０
０
円

　
　

一
般　

２
，
０
０
０
円

　

▼
申
込
締
切

　
　

11
月
15
日
（
月
）

　

▼
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
各
公
民
館
に
設
置
し

て
い
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

高
島
市
の
扇
骨
は
、
全
国
の
生
産
量
の

約
90
％
を
誇
り
、
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
代
表
的
な
地
場
産
業
で
す
。
こ
の

地
場
産
業
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
現
代
扇
面
芸

術
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
「
近
江
扇
面
展
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

▼
期　

間　

　
　

平
成
23
年

　
　
　

１
月
８
日
（
土
）
〜
17
日
（
月
）

　

▼
会　

場　

　
　

道
の
駅
「
藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ
」

　

▼
募
集
要
領

・
募
集
作
品
：
扇
面
画
（
日
本
画
・
洋

画
・
版
画
・
書
）
規
格 

鴨
川
扇
子

　

・
出
品
点
数
：
一
人
一
点

　

 

・
参
加
料
：
一
点
１
，
８
０
０
円

・
申
込
方
法
：
道
の
駅
「
藤
樹
の
里
あ

ど
が
わ
」
で
配
布
し
て
い
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参

加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

・
扇
面
用
紙
：
申
し
込
み
時
に
参
加
料

と
引
き
換
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　

・
申
込
期
限
：
12
月
10
日
（
金
）

・
そ 

の 

他
：
展
示
会
終
了
後
、
扇
面

画
を
扇
子
に
仕
立
て
、
出
品
者
に
お

返
し
し
ま
す
。

・

近
江
扇
面
展
実
行
委
員
会
事
務
局

道
の
駅
「
藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ
」

内 

扇
子
工
房

　

（
３
２
）
８
４
６
０

　

針
江
地
先
の
湖
岸
に
は
、
県
内
で
も
有

数
の
ヨ
シ
群
落
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
シ
は
魚
や
鳥
な
ど
の
棲
み
か
で
あ
る
と

と
も
に
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
辺
の
風
景
は
私
た

ち
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ヨ
シ
の
刈
り
取
り
を
通
し
て
、
ヨ
シ
群

落
の
保
全
と
琵
琶
湖
の
自
然
を
体
感
し
ま

せ
ん
か
。

　

▼
日　

時　

 
 

12
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

　

▼
集
合
場
所　

　
　

新
旭
町
針
江
浜
園
地

　

▼
内　

容　

　
　

ヨ
シ
の
刈
取
作
業

高
島
市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会

　

視
察
研
修
in
長
浜

「
近
江
扇
面
展
」

　
　

出
展
作
品
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
ヨ
シ
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　

参
加
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」

　

公
開
収
録
観
覧
者
募
集
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▼
持
ち
物　

カ
マ
、
長
靴
、
雨
具
、
軍
手
、
暖
か

い
服
装

　

▼
申
込
期
限　

 
 

11
月
26
日
（
金
）
ま
で

　

▼
そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
を
お

願
い
し
ま
す
。

・

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

襖ふ
す
ま

張
替
・
障
子
張
替
・
樹
木
剪せ

ん
て
い定

の
技

能
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

▼
日
時
・
場
所

　
〈
襖
張
替
〉

　
　

11
月
11
日
（
木
）・
12
日
（
金
）

　
　

高
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
〈
障
子
張
替
〉

　
　

11
月
18
日
（
木
）

　
　

高
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
〈
障
子
張
替
〉

　
　

11
月
19
日
（
金
）

　
　

今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
〈
樹
木
剪
定
〉

　
　

11
月
26
日
（
金
）

　
　

マ
キ
ノ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
講
習
時
間
は
、
襖
・
障
子
張
替
は

９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
樹
木

剪
定
は
９
時
か
ら
正
午
ま
で
で

す
。

　

▼
対
象
者　

　
　

高
島
市
在
住
で
55
歳
以
上
の
方

　

▼
受
講
料　

無
料

　

▼
定　

員

　

・
障
子
・
剪
定
：
各
20
人

　

・
襖　
　
　
　

：　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

　
　・

㈳
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

（
３
６
）
８
１
９
１

　

現
在
無
料
で
搬
入
い
た
だ
い
て
い
る
粗

大
ゴ
ミ
を
は
じ
め
、
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
搬
入
さ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
に
手
数
料

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

▼
い
つ
か
ら　

平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら

　

▼
金　
　

額　

10
㎏
に
つ
き
１
０
０
円

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は
お
済
み
で
す
か
？

　

下
水
道
法
で
は
、
供
用
開
始
か
ら
「
３

年
以
内
」
に
水
洗
化
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家

庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
と
と

も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域

の
ご
家
庭
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
一
日
も
早
く
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
洗
化
の
普
及
を
図
る
た
め
、
水
洗
化

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
や
低
所
得
者

を
対
象
と
し
た
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課

　

（
２
２
）
９
０
１
１

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
高
等
学
校
や

大
学
等
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
育
英
資
金
貸
付
基
金
を
創
設
し
、
奨

学
金
と
し
て
学
費
の
一
部
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。

　

▼
申
請
対
象　

高
島
市
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た
は

高
島
市
出
身
者

　

▼
募
集
人
数

　
　

若
干
名

　

▼
貸
付
額

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
特
別

支
援
学
校（
高
等
部
）・
専
修
学
校（
高

等
課
程
）

　
　
　

・
・
・
月
額
２
万
円
を
限
度

大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）・
専
修

学
校
（
専
門
課
程
）

　
　
　

・
・
・
月
額
４
万
円
を
限
度

　

▼
償
還
期
間　

貸
与
期
間
終
了
後
６
か
月
の
据
置
期

間
を
含
め
15
年
以
内

　

▼
受
付
期
間　

　
　

11
月
１
日
（
月
）
〜
15
日
（
月
）

（
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）

※
高
島
市
育
英
資
金
貸
付
制
度
の
貸
与

申
請
の
受
付
は
、
平
成
23
年
１
月
に

行
う
予
定
で
す
。

※
制
度
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

学
校
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
７
３

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
４
月
か
ら
有
料
に

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が

　
　
　

お
済
み
で
な
い
方
へ

　

来
年
４
月
か
ら
、
高
島
市
内
の
各
保
育

園
へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

▼
対
象
保
育
園

　
　
〈
私
立
保
育
園
〉

愛
隣
保
育
園
、
な
な
い
ろ
保
育
園
、

安
曇
川
は
こ
ぶ
ね
保
育
園
、
し
ろ
ふ

じ
保
育
園

　
　
〈
市
立
保
育
園
〉

マ
キ
ノ
東
保
育
園
、
マ
キ
ノ
西
保
育

園
、
今
津
東
保
育
園
、
朽
木
保
育
園
、

古
賀
保
育
園
、
高
島
保
育
園
、
さ
く

ら
保
育
園
、
な
の
は
な
保
育
園

　

▼
入
園
要
件

①
高
島
市
内
に
住
民
登
録
し
、
実
際
に

生
活
を
さ
れ
て
い
る
家
庭
の
子
ど

も
。

②
子
ど
も
の
保
護
者
、
同
居
の
親
族
、

そ
の
他
の
方
が
家
庭
外
労
働
、
家
庭

内
労
働
、
母
親
の
出
産
、
疾
病
、
病

人
の
看
護
、
家
庭
の
災
害
な
ど
を
は

じ
め
前
記
の
事
情
に
類
す
る
状
態

で
、
保
育
に
欠
け
る
状
態
に
あ
る
子

ど
も
。

③
入
園
対
象
年
齢
は
、
概
ね
生
後
６
か

月
か
ら
５
歳
ま
で

※
な
お
、
入
園
申
込
み
受
け
付
け
後
、

入
園
要
件
を
審
査
し
、
保
育
に
欠
け

る
度
合
い
の
高
い
子
ど
も
か
ら
順
に

入
園
を
決
定
し
ま
す
。
申
し
込
み
さ

れ
て
も
定
員
に
余
裕
が
な
い
な
ど
の

理
由
に
よ
り
入
園
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

　

▼
受
付
期
間

　
　

11
月
４
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
等
の
閉
庁
日
は

除
き
ま
す
。）

　

▼
書
類
の
備
え
付
け
場
所
・
受
付
場
所

　
　

子
育
て
支
援
課

各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
朽
木
は
朽
木
支
所
）

各
保
育
園

（
書
類
の
配
布
の
み
で
、
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。）

※
申
込
書
類
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

▼
そ
の
他

　

勤
務
先
の
都
合
等
に
よ
り
高
島
市

外
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る

場
合
や
、
来
年
４
月
以
降
で
育
児
休

業
が
終
わ
る
な
ど
の
理
由
で
、
入
園

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
併
せ
て
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

　

（
２
５
）
８
１
３
６

　

高
島
市
立
幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
に
、
平
成
23
年
度
の
入
園
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
幼
稚
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
子
ど
も
で
す
。

（
１
）　

新
旭
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、
実

際
に
生
活
を
さ
れ
て
い
る
家
庭
の
子

ど
も

（
２
）　

入
園
対
象
年
齢
は
、
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で

　

▼
市
立
幼
稚
園

　

・
さ
く
ら
幼
稚
園

（
通
園
区
域　

饗
庭
・
熊
野
本
・
旭
・

針
江
・
深
溝
）

　

・
な
の
は
な
幼
稚
園

（
通
園
区
域　

新
庄
・
安
井
川
・
北
畑
・

藁
園
・
太
田
）

　

▼
受
付
期
間

　
　

11
月
４
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
等
の
閉
庁
日
は

除
き
ま
す
。）

　

▼
そ
の
他

　

申
込
書
類
配
布
お
よ
び
受
付
は
次

の
と
こ
ろ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

・
学
校
教
育
課

　
　
　
　

（
３
２
）
４
４
７
３

　
　

・
さ
く
ら
幼
稚
園

　
　
　
　

（
２
５
）
８
４
３
９

　
　

・
な
の
は
な
幼
稚
園

　
　
　
　

（
２
５
）
７
０
８
７

　

※
申
込
書
類
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

学
校
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
７
３

　

在
宅
の
重
度
の
心
身
障
害
の
あ
る
方

で
、
日
常
生
活
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
常

時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
方
に
対
し
、
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

　

▼
対
象
者

　

20
歳
未
満
の
方
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
１
級
程
度
ま
た
は
療
育
手
帳

Ａ
１
を
お
持
ち
の
方
。

　

▼
手
当
額

　
　

１
４
，
３
８
０
円
（
月
額
）

※
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

　

▼
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
方
で
、
障
害
基
礎
年

金
の
１
級
程
度
の
障
害
が
重
複
し
て

い
る
の
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
。（
お
お
む
ね
身
体

平
成
23
年
度
市
立
幼
稚
園
の

　
　

入
園
申
込
受
付
開
始

高
島
市
高
島
屋
奨
学
金
育
英
資
金
の

貸
与
申
請
受
付
開
始

平
成
23
年
度
保
育
園
の

　
　
　

入
園
申
込
受
付
開
始

特
別
障
害
者
手
当
等
に
つ
い
て

「
各
種
技
能
講
習
会
」

　
　
　
　

受
講
者
募
集
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す
べ
て
の
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
と

ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
今
す
ぐ

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。滋

賀
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

０
７
７
（
５
２
２
）
６
５
２
０

　　

誰
も
が
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、
生
き

生
き
と
輝
い
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、「
高
島
市
人
権
尊
重
を
め

ざ
す
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
21
日
（
日
）

　
　
　

13
時
〜
16
時（
受
付
12
時
30
分
〜
）

　

▼
場　

所　

高
島
市
民
会
館

　

▼
内　

容

　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
ｉ
ｗ
ａ
ｋ
ｏ 

Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

ｏ
ｆ 

Ｃ
ｈ
ｏ
ｉ
ｒ
）

　

○
人
権
標
語
優
秀
作
品
表
彰

　

○
講
演
「
い
の
ち
の
感
受
性
」

　
　
　

講
師　

落
合
恵
子
さ
ん

（
作
家
／
東
京
家
政
大
学
特
任
教
授
）

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
な
ど
「
声
の
小
さ
い
側
」
を
軸
に
活

動
し
て
こ
ら
れ
た
落
合
恵
子
さ
ん
に
、
貧

困
と
格
差
が
広
が
り
混
迷
す
る
今
、
改
め

て
「
生
き
る
」
こ
と
に
光
を
当
て
た
お
話

を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

自
然
と
と
も
に
生
き
る
暮
ら
し
や
、

生な
り
わ
い業

の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
、「
高
島
市

針
江
・
霜
降
」
の
水
辺
景
観
が
、
こ
の
た

び
文
化
庁
か
ら
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に

照
ら
し
て
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、「
重
要
文
化
的
景
観
」
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
、
こ
の
選
定
を
記
念
し
て
、
教
育

委
員
会
と
地
元
針
江
区
、
霜
降
区
と
の
共

催
に
よ
り
、
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
の

魅
力
と
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
選
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
報
告
を
兼
ね

た
選
定
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
27
日
（
土
） 

13
時
〜

　

▼
場　

所

　
　

針
江
公
民
館

　

▼
内　

容

　

○
記
念
講
演

「
高
島
市
針
江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
」

に
つ
い
て

文
化
的
景
観
保
存
活
用
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

金
田
章
裕
先
生

　
（
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人　

　

人
間
文
化
研
究
機
構　

機
構
長
）

　

○
調
査
報
告
お
よ
び
講
演

「
針
江
・
霜
降
地
区
に
お
け
る
文
化

的
景
観
の
全
体
構
造
」

ー
里
湖
・
里
川
の
視
点
ー
に
つ
い
て

文
化
的
景
観
保
存
活
用
委
員
会　

　
　
　
　

委
員　

佐
野
静
代
先
生

　
　
　
　
（
同
志
社
大
学　

准
教
授
）

※
講
演
等
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

・

文
化
財
課　

　

（
３
２
）
４
４
６
７

　

（
３
２
）
３
５
６
８

　

bunkazai@
city.takashim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shiga.jp

　

安
曇
川
扇
骨
の
里
と
桜
街
道
復
活
協
議

会
で
は
、
昨
年
再
生
整
備
し
た
河
川
敷
内

の
竹
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
豊
か
な
ふ
る

さ
と
の
川
辺
環
境
の
保
全
と
地
域
の
元
気

回
復
を
目
指
し
て
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
豊
か
な
自
然
と
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
時
間
の
中
で
、
地
域
の
伝

統
文
化
や
資
源
の
有
効
利
用
を
学
び
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
が
、新
た
な
気
づ
き
を
得
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
持
続
可
能
な
地
域
振
興
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
６
日
（
土
）　

10
時
〜
14
時

　

▼
場　

所　

安
曇
川
町
川
島
（
安
曇
川
河
川
敷
）

　

▼
内　

容

・
地
域
の
伝
統
文
化
体
験
（
扇
子
の
絵

付
け
、
伝
統
漁
法
の
紹
介
な
ど
）

・
竹
の
炭
焼
き
体
験

・
竹
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
、
竹
細
工
体

験
・
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

　

▼
定　

員　

　
　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

　

▼
費　

用

　
　

無
料

障
害
者
手
帳
の
１
級
程
度
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ
１
を
お
持
ち
の
重
複
し
た

障
害
が
あ
る
方
。）

　

▼
手
当
額

　
　

２
６
，
４
４
０
円
（
月
額
）

※
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
た
り
、
３

か
月
以
上
入
院
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
５
１
６

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
方
で
、
希
望

さ
れ
る
方
に
対
し
て
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

　　

▼
対
象
者

　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る

父
ま
た
は
母
（
死
亡
し
て
い
る
方
を

含
む
）
の
二
世
で
あ
り
、
父
ま
た
は

母
の
被
爆
以
後
に
出
生
し
た
方
で
あ

っ
て
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て

い
な
い
方
。

　

▼
実
施
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
（
木
）

　
　

※
原
則
平
日

　

▼
申
込
期
間

　
　

11
月
１
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

　

▼
申
込
方
法

高
島
保
健
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

▼
費
用

健
康
診
断
に
必
要
な
費
用
は
無
料
。

た
だ
し
、
精
密
検
査
費
用
お
よ
び
交

通
費
は
除
き
ま
す
。

　

▼
そ
の
他

　

検
査
項
目
や
健
診
を
受
診
で
き
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
高
島
保
健

所
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
本

健
康
診
断
を
受
診
し
て
も
被
爆
者
手

帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・

高
島
保
健
所

　

（
２
２
）
２
５
２
５

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
27
日
（
土
）

 
 
 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

▼
対
象
者

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族

　

▼
内　

容　

体
験
談
交
流
会
と
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
等

に
関
す
る
相
談
会

　

▼
参
加
費

　
　

無
料

＊
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
が
ん
等
で
人

工
ぼ
う
こ
う
、
人
工
肛
門
を
保
有
し

た
方

　
　
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
滋
賀
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口  

良
雄
さ
ん

　

０
７
７
（
５
６
２
）
１
７
７
３

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

▼
対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
6
月

16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命

の
方

　

▼
請
求
受
付
期
間

平
成
22
年
10
月
25
日
〜

　
　
　

平
成
24
年
3
月
31
日

※
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か
ら
請

求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。ま
だ
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

　

基
金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　

０
５
７
０
ー
０
５
９
ー
２
０
４

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
IP
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は

　
　

０
３
ー
５
８
６
０
ー
２
７
４
８
へ

　
　

受
付
時
間　

平
日
9
時
〜
18
時

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変

地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
請
求
期
限

　
　

平
成
23
年
３
月
31
日

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　
　
　
　
　

管
理
室
業
務
担
当

　
　

〒
１
０
０
ー
８
９
２
６

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
ー
１
ー
２

　

０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

　

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
で
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

は
、
職
場
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
、
政
府
が
管
理
・
運
営
し

て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

は
、業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
地
域
懇
談
会

戦
後
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
開
始

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

看
護
婦
等
へ
の
書
状
贈
呈

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

高
島
市
人
権
尊
重
を
め
ざ
す

　

市
民
の
つ
ど
い

重
要
文
化
的
景
観
「
高
島
市
針
江
・

霜
降
の
水
辺
景
観
」
選
定
記
念

ー
調
査
報
告
・
講
演
会
―
の
開
催
に
つ
い
て

安
曇
川
扇
骨
の
里

   

元
気
回
復
イ
ベ
ン
ト

　

守
り
育
て
る
ふ
る
さ
と
の
風
情

原
爆
被
爆
者
二
世
の

　

健
康
診
断
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▼
そ
の
他　

　

詳
細
は
高
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
民
活
動
支
援

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

　

▼
日　

時

　
　

11
月
12
日
（
金
）

 
 
 

13
時
30
分
〜
16
時

　

▼
場　

所　

栗
東
芸
術
文
化
会
館
「
さ
き
ら
」
中

ホ
ー
ル

　

▼
内　

容

　
〈
第
１
部
〉
講
演

「
オ
ウ
ム
事
件
の
経
験
を
ふ
ま
え
て

今
考
え
る
事
」

〜
そ
の
時
何
が
！　

そ
し
て
真
実

に
至
る
ま
で
〜

　
　
　

講
師　

河
野
義
行
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
本
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
）

　
〈
第
２
部
〉
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

聞
き
手
：
十
倉
良
一
さ
ん

　
　
　
　
　
（
京
都
新
聞
社
論
説
委
員
長
）

　

▼
入
場
料

　
　

無
料　

お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
７
７
（
５
２
７
）
５
３
１
０

　

あ
な
た
は
、
１
日
24
時
間
、
１
年

３
６
５
日
、
自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間

が
あ
り
ま
す
か
？　

誰
も
が
お
互
い
を
尊

重
し
、
協
力
し
あ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
。
歴
史
か
ら
学
び
、
今
を
生
き

る
人
た
ち
か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

▼
日　

時　

 
 

12
月
11
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

　

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
公
民
館 

ふ
じ
の
き
ホ
ー
ル

　

▼
内　

容

　
〈
講
演
〉

「
戦
争
と
女
性
〜
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
期
の
婦
人
会
活
動
を
通
し
て
〜
」

　
　
　

講
師　

京
楽
真
帆
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
）

　
〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

「
も
っ
と
人
生
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
」

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
束
貢
生
さ
ん
（
佛
教
大
学
准

教
授
）

　
　
　

パ
ネ
リ
ス
ト　

池
田
敦
子
さ
ん
（
高
島
市
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
）

他
谷
昌
子
さ
ん
（
美
食
倶
楽
部

主
宰
）

平
松
ト
シ
子
さ
ん
（
白
谷
長
寿

苑
町
内
会
長
）

清
水
潤
平
（
高
島
市
職
員
）

　

▼
定　

員

　
　

２
０
０
人

　

▼
受
講
料

　
　

一
人 

５
０
０
円

　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

働
く
女
性
の
家
、
高
島
市
民
会
館
、

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館
、
マ
キ
ノ

土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー
、
市
内

各
公
民
館

※
託
児
あ
り
ま
す（
２
歳
〜
就
学
前
・

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

無
料
）

・

高
島
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

　
　
　
　
（
坂
尾
さ
ん
）

　

０
９
０
（
２
１
０
３
）
０
３
９
０

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
文
化
的
社
会
参

加
を
応
援
す
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
輝
く
芸
術

祭
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
《
発
表
の
部
》

　
　

12
月
２
日
（
木
）
10
時
15
分
〜
正
午

　
《
展
示
の
部
》

　
　

12
月
２
日
（
木
）
〜
８
日
（
水
）

　

▼
場　

所

　
　

安
曇
川
公
民
館

　
　
　
（
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　

▼
対
象
者　

　
　

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

▼
内　

容

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
合
唱
や
作
品

展
示
を
行
い
ま
す
。

【
作
品
募
集
中
】

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
障
が
い
の
あ
る

方
々
の
絵
画
・
陶
芸
・
彫
像
・
書
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　　

▼
出
展
料

　
　

無
料

　

▼
応
募
締
切

　
　

11
月
30
日
（
火
）

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
輝
く
芸
術
祭

　
　
　
　
　

運
営
委
員
会
事
務
局

（
湖
西
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
「
わ
に
な
ろ
う
」
内
）

　

（
２
５
）
８
２
７
６

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
子
育
て
支
援
事
業
の
普
及
啓
発
の
た

め
、
シ
ル
バ
ー
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
コ
マ
回
し
や
メ
ン

コ
・
お
手
玉
と
い
っ
た
昔
遊
び
等
の
高
齢

も
っ
と
人
生
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

フ
ォ
ー
ラ
ム

者
・
親
・
子
の
３
世
代
交
流
の
場
を
設
け

ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
17
日
（
水
）　

11
時
〜
16
時

　

▼
場　

所

　
　

栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら

㈳
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

連
合
会

　

０
７
７
（
５
２
５
）
４
１
２
８

　

〜
11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
強
調
月

　
　

間
で
す
〜

　

困
っ
た
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
つ
ら
い

と
き
・
・
・
そ
ん
な
と
き
は
高
島
市
少
年

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
家
庭
、
学

校
、
関
係
機
関
な
ど
社
会
全
体
で
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年

の
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
で
の
悩
み
や
困

り
ご
と
な
ど
、
様
々
な
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
「
あ
す
く
る

高
島
」で
個
々
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
青
少
年
相
談
】

　

○
学
校
生
活
で
の
不
安
や
悩
み

友
だ
ち
関
係
、
学
習
、
学
校
に
行
き

に
く
い
、
高
校
休
学
や
中
退
、
通
信

制
高
校
の
学
習
な
ど

　

○
家
庭
生
活
で
の
問
題

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、家
庭
内
暴
力
、

自
傷
行
為
、
深
夜
徘
徊
・
喫
煙
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
す
。
個
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
る
場
所
に

出
向
い
て
面
接
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

※
相
談
内
容
に
よ
り
他
機
関
を
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
あ
す
く
る
支
援
】

　

あ
す
く
る
高
島
で
は
、
悩
み
や
課
題
を

抱
え
て
い
る
青
少
年
が
自
分
自
身
を
見
つ

め
な
お
し
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
生
活
改
善
（
生
活
指
導
、
通
所
支
援

等
）

○
自
分
探
し
支
援
（
自
然
体
験
、
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
）

○
就
学
支
援
（
学
習
支
援
、進
路
相
談
、

復
学
・
進
学
支
援
）

○
就
労
支
援
（
職
場
見
学
・
実
習
、
履

歴
書
作
成
、
面
接
練
習
等
）

○
家
庭
支
援
（
ふ
れ
あ
い
活
動
、
保
護

者
面
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
）

　

▼
相
談
日
時　

　
　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

９
時
〜
17
時

※
土
日
や
時
間
外
の
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▼
場　

所　

高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
く
る

高
島
（
高
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局

内
）　

　

▼
対　

象　

お
お
む
ね
中
学
生
か
ら
20
歳
ま
で
の

青
少
年
、
保
護
者
、
関
係
者

高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
く
る
高
島

　

・
（
３
２
）
３
８
２
４

　

shonen@
city.takashim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shiga.jp

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
や
い
じ
め

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
人
権
擁
護
委
員

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時

　
　

11
月
10
日
（
水
）　

13
時
〜
16
時

　

▼
場　

所

　
　

高
島
市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室　

　

人
権
施
策
課　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
に
関
す
る

悩
み
、
商
売
を
始
め
ら
れ
た
と
き
の
税
に

関
す
る
手
続
き
、
相
続
や
生
前
贈
与
に
か

か
る
税
金
の
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
高
島
市
内
の
税
理
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

▼
日　

時　

　
　

11
月
６
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▼
そ
の
他　

　
　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　

予
約
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
６
人
）

・

今
津
納
税
協
会

　

（
２
２
）
３
７
３
３

　

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会
で
は
、
住
民

の
権
利
擁
護
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
、
県
内
各
地
で
「
巡
回
無
料
法
律
相

談
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、マ
キ
ノ
で
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
相
談
会
で
は
、
登
記
に
関
す
る
相

談
を
は
じ
め
相
続
問
題
、
成
年
後
見
、
多

「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
輝
く
芸
術
祭　

   

　

２
０
１
０
」
開
催
と
作
品
募
集

テ
ィ
ー
ン
ズ
（
青
少
年
）

　
　

相
談･

あ
す
く
る
支
援

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

無
料
税
務
相
談
会

第
12
回 

犯
罪
被
害
者
支
援

　

     

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０

シ
ル
バ
ー
子
育
て
支
援

　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

司
法
書
士
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
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i ９月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

第
９
回
定
例
会
報
告９

月
27
日
開
催

重
債
務
問
題
や
親
族
家
族
間
の
ト
ラ
ブ

ル
、
ま
た
近
隣
と
の
問
題
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
関
し
て
、
住
民
に
身
近
な
法
律

専
門
家
と
し
て
問
題
解
決
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

 　

▼
日　

時　

　
　

11
月
７
日
（
日
）　

12
時
〜
16
時

　

▼
場　

所　

　
　

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

研
修
室
・
会
議
室

　

▼
そ
の
他　

　
　

事
前
予
約
は
不
要

司
法
書
士
（
約
20
人
）
が
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会
事
務
局

　

０
７
７
（
５
１
４
）
３
０
１
０

　

市
役
所　

生
活
相
談
課

　

（
２
５
）
８
１
２
５

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
遺
族
の

方
々
が
再
び
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と

配
慮
が
大
切
で
す
。

　

犯
罪
被
害
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
困
っ
て
い

る
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

▼
相
談
時
間

　
　

月
〜
金  

10
時
〜
16
時

　
　
　
（
祝
日･

年
末
年
始
を
除
く
）

滋
賀
県
犯
罪
被
害
者
総
合
窓
口

（
県
公
安
委
員
会
指
定
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

０
７
７
（
５
２
５
）
８
１
０
３

犯
罪
被
害
者
相
談
会

　11 月 20 日（土）長浜市西浅井町から大津市までのコー
ス（83.6㎞）で「琵琶湖大学駅伝　第72回関西学生対校
駅伝競走大会」（高島市共催）が開催されます。
　大会当日は滋賀県警による交通規制が実施されます。ご
理解とご協力をお願いします。
　　　　　　　　 市民スポーツ課　 （32）4459

びわ湖大学駅伝交通規制のお知らせ
　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
マ
キ
ノ
地
域
の
小
学
校
適
正
規
模
化
の

検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
10
月
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成
20
年
「
マ
キ
ノ
地
域
の
適
正
な
学
校
規

模
を
考
え
る
懇
話
会
」、
平
成
22
年
「
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
代
表

者
、
保
育
園
役
員
と
の
懇
談
会
」
で
の
『
マ
キ
ノ
地
域
の
４
小
学

校
の
統
廃
合
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
』
と
の
多
数
意
見
を
踏

ま
え
、
マ
キ
ノ
地
域
の
小
学
校
と
保
育
園
（
３
歳
〜
５
歳
児
）
の

保
護
者
を
対
象
に
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
思
い
を
聞
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
保
護
者
の
皆
様
と
十
分
な
協
議
を
進
め
、
地
域
の
方
の

ご
理
解
も
得
な
が
ら
学
校
規
模
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。（
教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
）

・
平
成
22
年
９
月
補
正
予
算
事
業
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
教
育
研
究
所
事
業
の
状
況
に
つ

い
て
（
関
連
記
事
を
下
に
掲
載
）

・
２
０
１
０
び
わ
湖
高
島
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

・
高
島
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
継
体
天
皇

千
五
百
年
の
謎
」
に
つ
い
て

・
マ
キ
ノ
地
域
小
学
校
の
統
廃
合
に
か
か
わ
る

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
（
関
連

記
事
を
左
に
掲
載
）

▼
主
な
協
議
・
報
告
事
項

　

最
近
の
少
子
化
の
中
で
、
特
に

子
ど
も
の
異
年
齢
集
団
で
の
活
動

（
遊
び
）
の
場
の
減
少
や
地
域
と

の
関
わ
り
の
少
な
さ
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
教
育
委
員
会
で
は
、

一
昨
年
か
ら
自
治
会
や
子
ど
も

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
各

地
域
で
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
実
施
さ
れ
る
「
高
島
こ
ど
も
の

宿
」
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
集
会
所
等
に
泊
ま
り
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
共
同
生
活
を
送
り
な

が
ら
学
校
へ
通
い
ま
す
。同
時
に
、

大
人
た
ち
が
周
囲
で
見
守
り
、
支

援
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
子
ど
も

を
育
て
る
環
境
が
整
え
ら
れ
ま

す
。

　
「
高
島
こ
ど
も
の
宿
」
に
参
加

し
た
児
童
に
と
っ
て

は
、
友
だ
ち
と
過
ご

す
夜
の
時
間
が
一

番
の
楽
し
み
の
よ

う
で
、
一
緒
に
食

事
や
宿
題
を
す
る

な
ど
、
充
実
し
た

仲
間
づ
く
り
の

時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

～「高島こどもの宿」で地域で子育て～

し
た

は
、

す
夜

番う事な仲時て

マ
キ
ノ
地
域
の
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

教
育
研
究
所
の
取
り
組
み

　

教
育
研
究
所
で
は
、
教
育
に
関
す
る
調
査
研

究
や
教
育
関
係
職
員
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
教
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ

れ
る
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
取
り
入
れ
た
講
座
や
昨
年
度
に

各
学
校
へ
導
入
し
た
電
子
黒
板
を
活
用
す
る
新
規
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
授
業
力
向
上
講
座
（
理
科
）

　

小
学
校
の
改
訂
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ
に
つ
な
が
る

中
学
校
の
理
科
と
の
関
係
が
理
解
で
き
、
今
後
の

進
め
方
の
参
考
と
な
っ
た
。

○
授
業
力
向
上
講
座
（
電
子
黒
板
活
用
）

　

電
子
黒
板
の
利
用
価
値
の
高
さ
が
再
認
識
で
き

た
。
使
い
方
を
十
分
理
解
し
、
授
業
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

○
授
業
力
向
上
講
座
（
外
国
語
活
動
）

　

小
中
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ａ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
力

も
借
り
な
が
ら
授
業
を
組
み
立
て
て
い
き
た
い
。

○
保
幼
小
連
携
力
向
上
講
座

　
「
遊
び
」
の
大
切
さ
は
理
解
し
て
い
た
が
、
更
に

「
学
び
」
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
よ
い
機
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
考
え

る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

○
授
業
力
向
上
講
座
（
算
数
、
国
語
、
図
工
）

○
生
徒
指
導
力
向
上
講
座

○
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
教
職
員
全
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
研
究
所
）

主な講座と
受講者の意見

４放課後の子どもたち

　

10
月
15
日
号
「
文
化
情
報
と
も
し

び
」
に
掲
載
の
「
今
津
サ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
ホ
テ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）「
絵
画
展
」⇒

（
正
）
作
陶
展

〈
お
詫
び
〉
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★元気カレッジ後半の予定元気カレッジ後半の予定

　どの会場でも参加できますので、お気軽にお越しください。
　▼時　間・・10時～正午　　　▼持ち物・・お茶、タオル
　※申込不要　
　 各保健センター

　

元
気
カ
レ
ッ
ジ
を
ご
存
知
で
す
か
？　

元
気
カ
レ
ッ
ジ
は
お
お

　

元
気
カ
レ
ッ
ジ
を
ご
存
知
で
す
か
？　

元
気
カ
レ
ッ
ジ
は
お
お

む
ね
む
ね
6565
歳
以
上
の
方
の
介
護
予
防
教
室
で
す
。
毎
月
、
市
内
各
地

歳
以
上
の
方
の
介
護
予
防
教
室
で
す
。
毎
月
、
市
内
各
地

域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
軽
い
運
動
を
中
心
に
、
お
口
を
清
潔
に

域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
軽
い
運
動
を
中
心
に
、
お
口
を
清
潔
に

す
る
方
法
や
食
事
の
取
り
方
を
学
習
す
る
開
催
日
も
あ
り
ま
す
。

す
る
方
法
や
食
事
の
取
り
方
を
学
習
す
る
開
催
日
も
あ
り
ま
す
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
、
元
気
を
続
け
る
た
め
の
活
動
に
参
加
し
ま

　

元
気
な
う
ち
か
ら
、
元
気
を
続
け
る
た
め
の
活
動
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

会　場 日　程 テーマ

マキノ保健
センター

11 月 12 日（金） めざせ！　健
けんこう

口長寿
11 月 29 日（月） 転ばぬ先の体力づくり
12 月 17 日（金） ちょっと気になる尿失禁予防
１月 7 日（金） 転ばぬ先の体力づくり

今津保健
センター

11 月 8 日（月） 元気の源　食生活
12 月 3 日（金） 転ばぬ先の体力づくり
１月 21 日（金） ちょっと気になる尿失禁予防
 2 月 14 日（月） 転ばぬ先の体力づくり

やすらぎ荘
（新旭）

11 月 5 日（金） 転ばぬ先の体力づくり
12 月 24 日（金） ちょっと気になる尿失禁予防
１月 28 日（金） 転ばぬ先の体力づくり

朽木保健
センター

11 月 26 日（金） ちょっと気になる尿失禁予防
12 月 10 日（金） 転ばぬ先の体力づくり

安曇川保健
センター

11 月 15 日（月） 歌って元気！　心もはつらつ
１月 24 日（月） 転ばぬ先の体力づくり
 2 月 7 日（月） ちょっと気になる尿失禁予防
 2 月 28 日（月） 転ばぬ先の体力づくり

高島保健
センター

11 月 22 日（月） 転ばぬ先の体力づくり
12 月 13 日（月） ちょっと気になる尿失禁予防
１月 31 日（月） 転ばぬ先の体力づくり

元
気
な
う
ち
か
ら

  

元
気
を
続
け
る
活
動

元気の源が食事です。
食べる大切さにナットク！

● 元気の源　食生活

忘れがちなのが、お口の健康。唾
液腺マッサージです。口の中が
潤っておいしく食べられます。

● めざせ！　健
けんこう

口長寿

ちょっとのコツで効果のある運動
になります。みんなと一緒ならつ
られて体も動きますね。

● 転ばぬ先の体力づくり

５０

献血にご協力ください！

　採血時間が１時間ほどかかりますが、必要な成分だけ抜き取り赤血球等は採
血者に返されるため体の負担が少なくすみます。今津保健センター（ 22ー
5101）で予約してください。
　▼対　象　18歳～69歳
（40歳以上の方で１年以内に心電図を撮っていない方と、初めての方はご協力いた

日　程 種類 会　場 時　間

11月12日（金） 成分 今津保健センター 10時・11時・13時・14時

　

最
近
、
階
段
を
昇
る
と
息
が
切
れ
た
り
動

悸
が
し
た
り
、昔
は
も
っ
と
走
れ
た
の
に
・・・

と
運
動
不
足
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　　

運
動
不
足
が
続
く
と
、
筋
力
が
衰
え
る
ば

か
り
で
な
く
、
呼
吸
器
や
循
環
器
の
運
動
も

低
下
し
て
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
り
、
そ
の

他
の
臓
器
の
働
き
も
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、

筋
力
が
低
下
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
少
な
く
な
る
た
め
、
以
前
と
同
じ
食
事
量

で
も
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

紅
葉
も
見
ご
ろ
の
今
日
こ
の
頃
、
体
を
動

か
し
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！　

ま
ず

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
次
の
よ
う
な
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
は
わ
か
っ
た
け

れ
ど
、仕
事
が
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
」

と
い
う
方
は
・
・
・
日
々
の
生
活
の
中
で
プ

ラ
ス
１
，
０
０
０
歩
、
歩
数
を
増
や
す
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
時
間
に
し
て
10

分
程
度
が
目
安
で
す
。
万
歩
計
を
つ
け
る
と

歩
数
が
確
認
で
き
ま
す
。

健
康
推
進
課　

（
２
５
）
８
０
７
８

　
　
　

○ 

体
力
ア
ッ
プ 

　
　
　

○ 

心
肺
機
能
ア
ッ
プ 

　
　
　

○ 

血
圧
を
安
定
さ
せ
る　

　
　
　

○ 

生
活
習
慣
病
の
予
防 

　
　
　

○ 
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防　

 

　
　
　

○ 
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果　

　
　
　

○ 

ス
ト
レ
ス
解
消

食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
そ
し
て
・
・
・
運
動
の
秋
！

食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
そ
し
て
・
・
・
運
動
の
秋
！

　
　
　

キ
ン
グ

　
　
　

キ
ン
グ
で
、
で
、

　
　
　
　

心心
もも
体体
もも
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ウウ
ォォ
ーー

成 分 献血

介護者同士の情報交換の時間を持ち、体をリフレッシュ
させながら日ごろの不安や悩みを解消しませんか？
▼時　間　11時～15時頃
▼参加費　昼食代（１，０００円程度）
▼申込方法　開催日前日までに各地域包括支援
                         センターまでお申込みください。

家族介護教室でリフレッシュ！ 開催日 場　所 内　容

11月 5 日（金） 安曇川老人福祉センター
みんなで介護につ
いて話しましょう
（山崎雅也認知症専門指導士）

11月 18日（木） 今津東コミュニティセンター ヨガでリフレッシュ

12月10日（金）安曇川公民館 健康的な食事をし
ましょう（調理）
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
で

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
回

は
、
平
成
22
年
中
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
、
平
成
22
年

１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
つ
い
て
の
ご
確
認
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》（
平
成
23
年
３
月
15
日
ま
で
）

　
　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

　
　
（
IP
電
話
の
方
は
、

　
　
　
　

０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
３
０
）

「国民年金保険料控除証明書」は
大切に保管してください
国民年金保険料は、全額社会保険料控除の対象です。
年末調整・確定申告で必要となる書類ですので、大切に
保管してください。

　大津年金事務所では、「予
約制による年金相談」を次の
日程で開催します。

▼日　時　11月25日（木）
　　　　　10時～16時
▼場　所　今津支所
▼申込方法
　平日の８時30分から17
時までに、次の予約専用電話
でお申し込みください。
◎大津年金事務所
077（521）1489
※この電話では予約以外のご
用件はお受け出来ません。
※定員になり次第、締め切り
ます。

保険年金課　 （25）8137

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
理
由
と
す
る
年
金
は
、
雑
所

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
非
課
税
で
す
。）

　

課
税
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
に
は
、
毎
年

11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等

申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
12
月
１
日
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
あ
て
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら
れ
る
年
金

に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま

す
。
も
し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

★
平
成
23
年
分
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
る
方

　

●
年
齢
が
65
歳
未
満
の
場
合
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　

　　　
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

　

●
年
齢
が
65
歳
以
上
の
場
合
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　

　　　
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

「扶養親族等申告書」を12月1日
までに必ずご提出ください

一日年金相談所一日年金相談所

お気軽に
ご利用く
ださい！ この申告書をもとに、翌年の年金にかかる所得税の

源泉徴収税額が決まります。
提出を忘れると各種控除が受けられません。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
のの
季
節
到
来
！

季
節
到
来
！

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
を

席
巻
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
終
息

宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
安
心
か
と
思

う
間
も
な
く
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
時
期
に
な
り
ま
す
。

●公立高島総合病院

診療体制が変わりました診療体制が変わりました

▼内科外来からのお知らせ
10 月から内科常勤医師

草
くさびらき

開　俊之 医師が着任されました。

　・受診者数　　　　　22万７，０００人
　・ワクチン接種者数　20万９，８２０人
　《学校や保育所など福祉施設の罹患状況》
　・幼稚園～高校　６万８１０人（34.34％）
　・認可保育所 　　７，９４９人（30.22％）

昨年の滋賀県における
新型インフルエンザの状況

　

少
し
で
も
体
調
が
悪
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
疑
い
の
あ
る
時
は
早
め
に
医
療
機
関
へ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
３
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
そ
ろ
う

こ
と
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

　

□ 

地
域
内
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

　

□ 

急
激
な
発
症

　

□
38
℃
以
上
の
発
熱
／
悪
寒

症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

早
め
に
医
療
機
関
へ

●
重
要
ポ
イ
ン
ト

●
要
注
意
ポ
イ
ン
ト

　

他
に
も
次
の
よ
う
な
要
注
意
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ

ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　

□ 

関
節
／
筋
肉
痛

　

□ 

倦
怠
感
／
疲
労
感

　

□ 

頭
痛

　

□ 

寝
込
む

　

ま
た
、
次
の
い
わ
ゆ
る
〝
か
ぜ
症
状
〞
も
ほ
と

ん
ど
同
時
か
、
や
や
遅
れ
て
現
れ
ま
す
。

　

□ 

咳
／
鼻
汁
／
く
し
ゃ
み

　

□ 

喉
の
炎
症　

※
前
触
れ
と
し
て
の
鼻
水
や
咳
、
く
し
ゃ
み
な

ど
が
続
く
こ
と
な
く
、
急
に
高
熱
に
な
っ
て

気
づ
く

公
立
高
島
総
合
病
院　

（
３
６
）
０
２
２
０（
代
）

　

日
常
生
活
の
中
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
普
段
か
ら
予
防
し
ま
し
ょ

う
。 日

常
生
活
で
の
予
防
が
大
切

　

体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で

感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
を
好
み
、
乾
燥

し
て
い
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
長
時
間
空
気
中
を

漂
っ
て
い
ま
す
。
加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
適

度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、
う
が
い

は
の
ど
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
か
ら
他
人
に
感
染

す
る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。『
人
に

対
し
て
』
と
い
う
意
味
で
『
エ
チ
ケ
ッ
ト
マ

ス
ク
』な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

栄
養
と
休
養
を
十
分
取
る

　
　

人
ご
み
を
避
け
る

　
　

適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

　
　

外
出
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

　
　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

★
★★

１２３４５
★
★★

★
★★

★
★★

★
★★

※（　 ）は罹患率
罹患率とは、ある期間内に発生した患者数をそれに対応する人口で
割ったもの
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平成22年9月末現在

●人　口

男
女

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）人

平成22年9月6日から平成22年10月5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

５３,８９６人（ ー３）
５４,３２９人（ー４３６）

５３,８９３人

１９,７０８世帯

２６,２３１人
２７,６６２人

たかしま
の

人の動き

氏　名 性別 生年月日 ところ

 マ　キ　ノ

ゴードン 希美ニコル 女 9月21日 中　庄

 今　　　津

中　川　亜　朗 男 7月21日 南新保

井　上　蒼　介 男 9月  7 日 下弘部

太　田　　　翔 男 9月16日 住　吉

松　本　晄　輔 男 8月14日 弘　川

 新　　　旭

水　田　海　晴 男 8月31日 熊野本

竹　上　　　聡 男 9月  2日 熊野本

お誕生おめでとう！（出生）

氏　名 性別 生年月日 ところ

伊　藤　優　羽 女 9月10日 藁　園

髙　木　彩　子 女 9月13日 旭

松　田　　　奏 女 9月18日 北　畑

上　原　郁　翔 男 9月21日 新　庄

戸　島　悠　吏 男 9月23日 安井川

藤　岡　美　咲 女 9月24日 熊野本

 安　曇　川

中　川　芽　依 女 8月26日 西万木

桂　田　紗　奈 女 8月27日 五番領

岡　田　和　樹 男 9月  2日 田　中

氏　名 性別 生年月日 ところ

西　沢　陽　菜 女 9月12日 田　中

中　島　彪　良 男 9月15日 田　中

山　田　晴　翔 男 9月20日 田　中

平　井　宏　歩 男 9月24日 中　央

岡　本　里　央 女 9月24日 中　央

 高　　　島

木　津　想　空 男 9月  7 日 永　田

　川　琥　博 男 9月20日 高　島

勝　見　玲　音 女 9月24日 城山台

の ぞ み

し ょ う

み ず た

た け が み

や ま だ

に し ざ わ

ひ ら い

お か も と

に し か わ

な か じ ま

ま つ だ

う え は ら

と じ ま

ふ じ お か

な か が わ

か つ ら だ

い と う

た か ぎ

お お た

ま つ も と

か い せ い

さとる

は る と

は る な

ひ ろ む

り お

こ は く

と らあ や こ

い く と

かなで

ゆ う り

み さ き

め い

さ な

ゆ う

こ う す け

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ

青　谷　富　美 女 93 牧　野

天　野　　　 男 84 海　津

岩　本　繁　三 男 87 小荒路

小　谷　　　稔 男 68 海　津

古　川　り　ゆ 女 85 知　内

  今　　　津

石　田　史　郎 男 82 梅　原

磯　辺　俊　治 男 88 今　津

河𠩤田　と　め 女 95 岸　脇

小　坂　秀　雄 男 89 今　津

坂　本　静　江 女 100 浜　分

志　連　政　三 男 96 今　津

氏　名 性別 年齢 ところ

玉　木　　　實 男 85 大　供

中　川　三　三 男 85 弘　川

中　川　美　 女 84 弘　川

鈎　　　ヤス子 女 79 浜　分

  新　　　旭

石　田　作太郎 男 100 深　溝

神　戸　保　男 男 86 新　庄

髙　橋　眞　治 男 70 北　畑

八　田　い　さ 女 99 旭

山　村　光　男 男 78 饗　庭

  安　曇　川

飯　田　　　賢 男 83 南船木

井　上　と　く 女 86 上古賀

氏　名 性別 年齢 ところ

熊　谷　　　功 男 48 常磐木

吹　田　裕　次 男 56 西万木

早　藤　安　子 女 87 田　中

東　川　千　代 女 77 南古賀

本　田　きよ子 女 65 上古賀

前　川　義　夫 男 76 三尾里

安　原　文　子  女 88 田　中

  高　　　島

大　辻　昌　子 女 95 音　羽

深　見　市　藏 男 88 宮　野

  朽　　　木

福　田　　　聰 男 73 麻　生

山　田　文　子 女 87 村　井

お だ に

い わ も と

あ ま の

あ お た に

ふ る か わ

い し だ

い そ べ

こ さ か

さ か も と

し れ ん

かわはらだ

みのる

いわお

し げ ぞ う

ふ み

と し は る

ひ で お

し ず え

ま さ ぞ う

し ろ う

な か が わ

た ま き

まがり

は っ た

た か は し

い し だ

か ん べ

い い だ

い の う え

や ま む ら

さ ん ぞ う

みのる

み ねな か が わ

こ

し ん じ

さくたろう

や す お

け ん

み つ お

す い た

く ま が い

は や ふ じ

ひ が し が わ

ほ ん だ

ま え が わ

や す は ら

お お つ じ

ふ か み

ふ く だ

や ま だ

ひ ろ つ ぐ

いさお

や す こ

ち よ

こ

よ し お

ふ み こ

よ し こ

い ち ぞ う

さとし

ふ み こ

な か が わ

い の う え

あ ら ん

そ う す け

お か だ か ず き

か つ み

き づ

れ の ん

そ ら

▼税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

納付のお知らせ11 月

項　目 期　別 納期限
 固  定 資 産 税 第４期

11月30日
 国民健康保険税（普通徴収） 第８期
 介 護 保 険 料（普通徴収） 第８期
 後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第５期

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

■ 納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。

■ 口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。
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戦
国
時
代
に
高
島
郡
で
活
躍
し
た
海

津
衆
（
饗
庭
・
田た

や屋
・
新
保
）
の
中
で
、

田
屋
氏
は
、
江
北 

浅あ
ざ
い井
氏
と
縁え
ん
せ
き戚
関

係
で
強
く
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

浅
井
亮す
け
ま
さ政
は
、
田
屋
氏
の
子
と
さ
れ

海
津
衆 

田た

や屋
氏 

と

　
　  

江ご

う

ほ

く北 

浅あ

ざ

い井
氏

る
明あ
き
ま
さ政
を
養
子
に
し
、
娘
（
鶴
千
代
／

海
津
殿
）
の
婿む
こ

に
む
か
え
ま
し
た
。
以

後
、
田
屋
氏
は
、
浅
井
氏
の
高
島
郡
進

出
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。　

　

こ
の
田
屋
氏
の
館や
か
たの

跡
と
さ
れ
る
の

が
、
マ
キ
ノ
町
沢
に
あ
る
長ち
ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
で
、
背

後
に
あ
た
る
森
西
集
落
の
「
城し
ろ
や
ま山
」
と
呼

ば
れ
る
標
高
約
３
２
０
ｍ
の
丘
の
上
に

は
、
田
屋
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

は
、
北
陸
道
と
知
内
川
に
沿
っ
て
若わ
か
さ狭
に

い
た
る
街
道
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
海
津
や
琵
琶
湖
を
一
望
で
き

ま
す
。　

　

こ
の
田
屋
城
か
ら
は
、
浅
井
・
朝
倉
氏

の
城
に
共
通
す
る
築
城
技
術
が
、
駆
使
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

斜
面
に
掘
ら
れ
た
多
数
の
竪た
て

堀ぼ
り
ぐ
ん群
や

畝う
ね
じ
ょ
う状
空か
ら
ぼ
り
ぐ
ん

堀
群
、
主し
ゅ
か
く郭
（
山
城
の
中
心
地
）

背
後
の
県
内
最
大
級
の
規
模
が
あ
る
堀ほ
り
き
り切

な
ど
の
遺
構
か
ら
、
織
田
信
長
の
北
陸
進

出
を
食
い
止
め
る
戦
略
的
拠
点
と
し
て
、

浅
井
・
朝
倉
氏
に
よ
り
、
大
き
な
改
造
が

加
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
羽
柴
秀
吉
と
柴
田
勝か
つ
い
え家

の

賤し
ず
が
だ
け

ケ
岳
合が
っ
せ
ん戦

の
際
に
は
、
秀
吉
方
の
丹に

わ羽

長な
が
ひ
で秀

が
海
津
の
防
備
を
固
め
て
い
て
、
そ

の
時
に
改
修
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
浅
井
明
政
の
子
に
つ
い
て
、
長

女
の
海か
い
づ
の
つ
ぼ
ね

津
局
は
、
茶
々
（
淀
殿
）
の
侍じ
じ
ょ女

と
な
り
、
大
坂
落
城
の
時
に
、
千
姫
と
と

も
に
逃
れ
、
の
ち
に
浅
井
長
政
の
三
女　

江ご
う

（
崇す
う
げ
ん
い
ん

源
院
／
達さ
と
こ子
）
と
千せ
ん
ひ
め姫
に
侍じ
じ
ょ女
と

し
て
仕
え
ま
し
た
。

　

二
女
で
あ
る
饗
庭
局
も
ま
た
、
淀
殿
の

乳う

ば母
お
よ
び
侍
女
と
な
り
、
淀
殿
の
名
み
ょ
う
だ
い代

と
し
て
も
活
躍
し
ま
す
。

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
の
関
ヶ
原

の
戦
い
の
際
に
は
、
長
政
の
二
女

初は
つ

（
常じ
ょ
う
こ
う
い
ん

高
院
）
の
い
る
大
津
城
の
開
城
に

つ
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
慶
長
19
年

（
１
６
１
４
年
）、
方
広
寺
の
鐘
銘
の
弁
明

に
も
、
駿す
ん
ぷ府
の
徳
川
家
康
の
も
と
に
お
も

む
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
坂
冬
の
陣
の
講
和
の
時
に

は
、
家
康
の
も
と
に
、
常
高
院
と
と
も

に
使
者
に
立
ち
ま
し
た
が
、
元
和
元
年

（
１
６
１
５
年
）
の
大
坂
城
落
城
の
際
に
、

淀
君
・
秀
頼
と
と
も
に
自じ
じ
ん刃
し
ま
し
た
。

　

マ
キ
ノ
町
海
津
の
宗そ
う
し
ょ
う
じ

正
寺
に
は
、
海
津

政
元
（
浅
井
明
政
か
？
）
夫
妻
や
、
饗
庭

局
の
位い
は
い牌
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
浅

井
氏
や
田
屋
氏
の
関
わ
り
が
深
い
寺
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　
（
文
化
財
課
）

▲田屋氏・浅井氏ゆかりの宗正寺▲田屋氏の居館跡とされる長法寺

▲田屋城口ノ丸からの眺望　　海津・琵琶湖・竹生島が一望できる

　秋といえば、スポーツの秋。という
ことで、表紙にはマキノで行われた

「２０１０びわ湖高島マラソン」のス
タートの様子をパシャリ。メタセコイ
ヤの美しい並木道を、たくさんの選手
が一斉に駆け出す瞬間は迫力満点。完
走後は皆さん爽やかな笑顔に。スポー
ツ以外にも、秋には、文化祭や産業フェ
ア、市民劇など催し物もたくさんあり
ますので、ぜひ満喫してみてください。
　　　　　　　　　　（広報担当Ｓ）


